
建
設

工
事

成
績

評
定

書

当
初

　
金

～

+
3
.
0

0
-
5
.
0

-
1
0

+
4
.
0

+
2
.
0

0
-
5
.
0

-
1
0

+
3
.
0

0
-
5
.
0

-
1
0

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
7
.
5

-
1
5

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
7
.
5

-
1
5

+
4
.
0

+
2
.
0

0
-
5
.
0

-
1
0

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
7
.
5

-
1
5

+
4
.
0

+
2
.
0

0
-
5
.
0

-
1
0

+
1
0

+
5
.
0

0
-
1
0

-
2
0

+
3
.
0

+
1
.
5

0
-
2
.
5

-
5
.
0

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
7
.
5

-
1
5

+
1
0

+
5
.
0

0
-
1
0

-
2
0

+
1
0

+
5
.
0

0
-
1
0

-
2
0

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
7
.
5

-
1
5

+
1
5

+
7
.
5

0
-
1
2
.
5

-
2
5

+
1
5

+
7
.
5

0
-
1
2
.
5

-
2
5

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
5
.
0

+
5
.
0

+
2
.
5

0
-
5
.
0

0 0

+
1
0

+
5
.
0

0

①
点

（
点

)
②

点
（

点
)

③
点
（

点
)

④
点
（

点
)

点
完

了
①

点
×

0
.
4
＋

②
点

×
0
.
2
＋

④
点

×
0
.
4

）
＝

点

①
6
5
.
0

点
×

0
.
4
＋

②
点

×
0
.
2
＋

③
点

×
0
.
4

）
＝

点

点

点
○

　
7
.
評

定
点

計
（

点
）

－
 
8
.
法

令
遵

守
等

 
（

点
）

＝
点

（
専

任
監

督
員

）
（

総
括

監
督

員
）

（
検

査
員

）
（

検
査

員
）

0

0

所
　

　
　

　
　

見
　

※
４

８
．

法
　

令
　

遵
　

守
　

等
　

※
３

９
．

評
　

定
　

点
　

合
　

計
　

※
７

b
c

b
e

d
a

e
d

減
点 0

点
点

点

２
.
施

工
状

況

３
.
出

来
形

　
　

及
び

　
出

来
栄

え

点
0
.
0

５
.
創

意
工

夫

Ⅰ
.
地

域
へ

貢
献

等
※

３

Ⅱ
.
品

質
 
 
 
 
 
 

６
.
社

会
性

等

Ⅲ
.
出

来
栄

え
 
 
 
 
 
 

４
.
高

度
技

術

Ⅰ
.
創

意
工

夫
　

※
２

氏
名

考
　

　
査

　
　

項
　

　
目

Ⅱ
.
配

置
技

術
者

 
 
 
 
 
 

b

検
　

査
　

員
(
指

定
部

分
完

了
）

完
了

年
月
日

現
場

代
理

人

検
　

査
　

員
（

完
了

）

主
任

､
監

理
技

術
者

a
c

路
線

等
の

名
称

円

契
約

者
名

氏
名

e
d

　
加

減
点

合
計

（
1
+
2
+
3
+
4
+
5
+
6
 
）

　
評

定
点

（
6
5
 
±

加
減

点
合

計
)
※

１
6
5
.
0

工
事

場
所

検
査

年
月

日

７
．

評
　

定
　

点
　

計
　

　
　

※
６

指
定

部
分

完
了

(

6
5
.
0

※
６

　
評

定
点

計
は

、
小

数
点

以
下

第
２

位
を

四
捨

五
入

し
、

小
数

点
以

下
第

１
位

ま
で

の
数

値
と

す
る

。
検

査
員

が
記

入
す

る
。

指
定

部
分

完
了

検
査

が
あ

っ
た

場
合

は
、

加
重

平
均

し
た

評
定

点
を

用
い

る
。

工
事

名

Ⅰ
.
出

来
形

 
 
 
 
 
 

＋
(
7
)

整
理

番
号

※
７

　
評

定
点

合
計

は
、

小
数

点
以

下
第

１
位

を
四

捨
五

入
し

、
整

数
と

す
る

。
検

査
員

が
記

入
す

る
。

※
５

　
各

考
査

項
目

ご
と

の
採

点
は

、
別

紙
の

工
事

成
績

採
点

の
考

査
項

目
別

運
用

表
に

よ
る

も
の

と
し

、
検

査
員

の
評

価
に

先
立

ち
、

専
任

、
総

括
監

督
員

が
記

入
す

る
。

※
１

　
各

評
定

点
（

①
～

③
）

は
小

数
点

第
１

位
ま

で
の

数
値

と
す

る
。

指
定

部
分

完
了

が
あ

っ
た

場
合

は
、

指
定

部
分

完
了

時
と

完
了

時
の

評
定

点
を

金
額

に
よ

り
加

重
平

均
を

行
な

い
カ

ッ
コ

内
に

記
入

す
る

。
※

２
　

高
度

技
術

及
び

創
意

工
夫

の
評

定
は

工
事

全
般

を
通

し
て

、
特

に
優

れ
た

技
術

等
を

評
価

す
る

項
目

と
す

る
。

そ
の

た
め

、
キ

ー
ワ

ー
ド

と
評

定
内

容
の

記
述

方
法

と
し

、
加

点
評

価
の

み
と

す
る

。
　

　
　

評
価

に
あ

た
っ

て
は

、
担

当
課

長
と

の
合

議
を

も
っ

て
行

な
う

も
の

と
す

る
。

※
３

　
社

会
性

等
の

評
価

で
は

地
域

へ
の

観
点

か
ら

、
加

点
評

価
の

み
と

す
る

。
ま

た
、

法
令

遵
守

等
は

、
減

点
評

価
の

み
と

す
る

。
評

価
は

、
総

括
監

督
員

が
行

う
。

※
４

　
所

見
は

、
各

監
督

員
ご

と
に

必
ず

記
載

す
る

も
の

と
す

る
。

契
約

金
額

工
期

専
　

任
　

監
　

督
　

員

円

管
理

番
号

１
.
施

工
体

制

項
　

　
目

最
終

　
金

細
　

　
　

別
a

Ⅰ
.
施

工
体

制
一

般

Ⅰ
.
施

工
管

理
 
 
 
 
 
 

Ⅱ
.
工

程
管

理
 
 
 
 
 
 

Ⅲ
.
安

全
対

策
 
 
 
 
 
 

氏
名

b

0
c

d
e

a

氏
名

課
等

名

完
了

検
査

＋
(
7
)

総
　

括
　

監
　

督
　

員
　

Ⅰ
.
高

度
技

術
力

※
２

Ⅳ
.
対

外
関

係
 
 
 
 
 
 

c

部
長

次
長

課
長

統
括
主
幹

主
幹

担
当

合
議



別
紙
－
１

項
　

　
目

細
　
　

別
得

点
割

合

１
．

施
工

体
制

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

（
）

×
0
.
4
+
3
.
3
=

点
4
.
5
点

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
（

）
×

0
.
4
+
3
.
3
=

点
4
.
9
点

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

（
0
）

×
0
.
4
+
3
.
2
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

3
.
2

点
点

点
1
2
.
9
点

Ⅱ
．

工
程

管
理

（
）

×
0
.
4
+
3
.
3
=

（
）

×
0
.
2
+
2
.
6
=

点
点

8
.
5
点

Ⅲ
．

安
全

対
策

（
）

×
0
.
4
+
3
.
2
=

（
）

×
0
.
2
+
2
.
6
=

点
点

9
.
4
点

Ⅳ
．

対
外

関
係

（
）

×
0
.
4
+
3
.
3
=

点
4
.
5
点

Ⅰ
．

出
来

形
（

）
×

0
.
2
+
2
.
6
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

点
点

点
1
4
.
1
点

Ⅱ
．

品
質

（
）

×
0
.
2
+
2
.
6
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

点
点

点
1
6
.
1
点

Ⅲ
．

出
来

栄
え

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

（
）

×
0
.
4
+
6
.
5
=

点
点

8
.
5
点

４
．

高
度

技
術

Ⅰ
．

高
度

技
術

力
（

）
×

0
.
4
+
3
.
2
=

点
6
点

５
．

創
意

工
夫

Ⅰ
．

創
意

工
夫

（
）

×
0
.
4
+
3
.
2
=

点
6
点

６
．

社
会

性
等

Ⅰ
．

地
域

へ
の

貢
献

等
（

）
×

0
.
2
+
2
.
6
=

点
4
.
6
点

７
．

法
令

遵
守

等
（

0
）

×
1
.
0
=

　
　
　
　
　

0
.
0

点

1
0
0
点

　
　

　
※

（
①

＋
②

＋
③

＋
④

）
＝

細
目

別
評

定
点

　
　

　
※

得
点

割
合

は
、

細
目

評
定

点
の

合
計

に
対

す
る

得
点

の
割

合
を

百
分

率
で

示
す

。

　
　

　

３
．

出
来

形
及

び
　

　
出

来
栄

え

評
定

点
合

計

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
細

目
別

評
定

点
採

点
表

　
　

　
　

①
専

任
監

督
員

②
総

括
監

督
員

③
検

査
員

(
指

定
完

了
）

④
検

査
員

（
完

了
）

細
目

別
評

定
点



1.施工体制 Ⅰ 施工体制一般 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9

該当項目 %

(9. )

Ⅱ 配置技術者 評　定

　(現場代理人等) 対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2

該当項目 %

(13. )

2.施工状況 Ⅰ 施工管理 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 1 2 3 4

該当項目

%

(18. )

Ⅱ 工程管理 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

該当項目 %

(10. )

Ⅲ 安全対策 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

該当項目 %

(15. )

Ⅳ 対外関係 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7

該当項目 %

(7. )

4.高度技術

2

5

9

その他の理由 15

23

26

27

28

 評点

(+7点～0点)

5.創意工夫

【軽微なもの】 1

2

3理由

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17理由

18

19

20

21

22

23

24

25

26理由

27

28

29

30

31

該当キーワードチェック 施工性 　その他（項目記載）作業環境品　質 安全性

キーワード評価

　 　 　　

　

　

　 　 　

　

　

　

工事成績採点の考査項目別チェック表［土木,建築］（監督員）
（専任監督員）

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　



32

33

34

35理由

36

37

38

39

40

41理由

42理由

43理由

44理由

45理由

46理由

 評点

(+7点～0点)

2.施工状況 Ⅱ 工程管理 評　定
1 2 3 4 5 6

該当項目 %

(6. )

Ⅲ 安全管理 評　定
1 2 3 4 5 6 7

該当項目

(7. )

Ⅰ 出来形 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8

該当項目 %

(10. )

評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

該当項目 %

(10. )

対象工事

Ⅱ 品質 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

該当項目 %

Ⅱ 品質 評　定
対象項目 1 2 3 4 5

該当項目 %

Ⅱ 品質 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7

該当項目 %

(7. )

Ⅱ 品質 評　定
対象項目 1 2 3 4 5 6 7

該当項目 %

(7. )

6.社会性等 評　定
1 2 3 4 5 6 7

該当項目

(7. )

9 措置内容 1回目の措置 ２回目の措置 ３回以上等の措置

V 　項目該当なし 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7

　該当あり　（ 点）

１回目の適応事例番号  ２回目の適応事例番号

)

［記入方法］該当項目の□に∨を記入する。評定欄ａ～ｅに○をつける。

（総括監督員）

8.法令遵守
等

Ⅰ 地域への貢献度

暖冷房衛生設備工
事

管理番号

建築工事
（新築）

3.出来形
　　及び
　出来ばえ

建築工事
（改修）

（土木、建築工事
　共通）

Ⅱ　品質
　土木（農林等含
む）

電気設備工事
（建築）



2.施工状況 Ⅰ施工管理 評　定

対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 1 2

該当項目

%

(18. )

Ⅰ出来形 評　定

対象項目 1 2 3 4 5 6 7 8

該当項目 %

Ⅱ品質(集計) 評　定

チェック数

評価項目数

比率(%)

対象項目

該当項目 %

対象項目

該当項目

対象項目

該当項目 %

対象項目

該当項目

対象項目

該当項目 %

対象項目

該当項目

Ⅲ出来栄え(集計） 評　定

チェック数

評価項目数

比率(%)

対象項目

該当項目 %

対象項目

該当項目 %

対象項目

該当項目
%

管理番号

合計

(7. )

工事成績採点の考査項目別チェック表　　（検査員）

　 　 　

　

3.出来形
　　及び
　出来栄え

　

　

　

　 　 　

合計



専
任

監
督

員
　

1
/
1
4

「
評
価
対
象
項
目

」

対
象

評
価

選
択

1
.
作
業
分
担

の
範
囲

が
施
工
体
制
台
帳

、
施

工
体

制
図
で

確
認
で

き
、

作
業

分
担
の

範
囲
を

明
確

に
記

載
し

て
い
る

。

選
択

2
.
工
事

カ
ル
テ
の

登
録

は
、

監
督
職
員

の
確

認
を
受

け
た

上
で
契

約
後

、
土

曜
日
、

日
曜

日
、

祝
日

等
を

除
き
１
０

日
以
内

に
行
わ
れ
て
い
る

。

選
択

3
.
品
質
証
明

の
資
料

が
確
認

で
き

、
品
質

証
明

の
時

期
・

確
認

項
目
が

、
工

事
全

般
に

わ
た

り
、

よ
く
把

握
さ
れ
て
い
る

。

選
択

4
.
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

の
主
旨

を
作

業
員

等
に

説
明

す
る

と
と

も
に
、
証

紙
の

購
入
が

適
切

に
行
わ

れ
、
配
布

が
受
け
払

い
簿
等

に
よ
り

適
切

に
把
握

さ
れ
て
い
る

。

必
須

5
.
請
負
代
金
内
訳
書

が
契
約
後

１
４

日
以

内
に

提
出
さ

れ
、

法
定

福
利

費
が
明

示
さ

れ
て

い
る
。

必
須

6
.
施
工
体
制
台
帳

、
施
工
体
系
図

が
整
備

さ
れ

施
工

体
系

図
も
現

場
に

掲
げ

ら
れ
、

現
場
と

一
致

し
て

い
る
。

必
須

7
.
工
事
規
模

に
応
じ
た

人
員

、
機
械
配
置

の
施

工
と

な
っ

て
い

る
。

選
択

8
.
緊
急
指
示
等

に
対

す
る

対
応

が
速

や
か

で
あ

る
。

必
須

9
.
施
工
体
制
一
般

に
つ
い
て

、
指
摘
事
項

が
な

か
っ

た
。

ま
た

は
、

指
摘

事
項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に
（
次
回

）
実
施
さ
れ
た

。

選
択

1
0
.
そ
の

他理
由

：

　
該
当
項
目

が
８
０

％
以
上

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｂ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
以
上

８
０

％
未
満

・
・

・
・
ｃ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
未
満

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

・
施
工
体
制

が
不
備

で
あ
り

、
監
督
員

か
ら

文
書
に

よ
り

改
善

指
示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当
事
項

が
あ
れ
ば
・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｅ

専
任

監
督

員

Ⅰ
．

施
工

体
制

一
般

１
．

施
工
体
制

　

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、
評
価
対

象
外
の
項
目

は
削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評

価
す
る
。

③
評

価
値
（

％
）
＝

（
）
評

価
数
／
（

）
対
象
評

価
項
目

数



専
任

監
督

員
　

2
/
1
4

「
評
価
対
象
項
目

」
対
象

評
価

必
須

1
.
現
場
代
理
人

と
し
て

、
工
事
全
体

の
把

握
が

で
き

て
い

る
。

選
択

2
.
現
場
代
理
人

と
し
て

、
監
督
職
員

と
の

連
絡

調
整
を

書
面

等
で

適
時

及
び
的

確
に

行
っ

て
い

る
。

必
須

3
.
書
類
整
理

、
資
料
整
理

が
適
切

に
処
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

4
.
施
工

に
先
だ
ち

、
創
意
工
夫

ま
た
は

提
案

を
も

っ
て
工

事
を
進

め
て

い
る
。

必
須

5
.
契
約
書

、
設
計
図
書

、
指
針
等

を
良
く

理
解

し
、

現
場

に
反

映
し

て
工

事
を

行
っ

て
い

る
。

必
須

6
.
設
計
図
書

の
照
査

が
十
分

で
現
場

と
の

相
違

が
あ

っ
た
場

合
は

監
督

員
と
協

議
す

る
な

ど
の
必

要
な
対

応
を
し
て
い
る

。

選
択

7
.
作
業
環
境

、
気
象

、
地
質
条
件
等

の
困

難
克

服
に

努
め

て
い

る
。

選
択

8
.
下
請

の
施
工
体
制

、
施
工
状
況

を
把
握

し
、

部
下

等
共
に

よ
く
指

導
し

て
い

る
。

必
須

9
.
主
任
技
術
者
又

は
、

監
理
技
術
者

と
し

て
明

確
な

根
拠

に
基
づ

い
た

技
術

的
判

断
を

行
い

、
良

好
な
施

工
に
努

め
た

。

選
択

1
0
.
作
業
主
任
者

を
選
任

し
配
置

し
て
い

る
。

選
択

1
1
.
専
門
技
術
者

を
専
任

し
、

配
置

し
て

い
る
。

必
須

1
2
.
配
置
技
術
者

に
つ
い
て

、
指
摘
事
項

が
な

か
っ

た
。
ま

た
は

、
指

摘
事

項
に

対
す

る
改

善
が
速

や
か

に
（
次
回

）
実
施

さ
れ
た

。

選
択

1
3
.
そ
の

他　
理
由

：

　
該
当
項
目

が
９
０

％
以
上

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ａ
　

該
当
項
目

が
８
０

％
以
上

９
０

％
未
満

・
・

・
・
ｂ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
以
上

８
０

％
未
満

・
・

・
・
ｃ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
未
満

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

1
.
現
場
代
理
人
等

の
技
術
者
配
置

が
不
備

で
、

監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
り

改
善

指
示
を

行
っ

た
。

2
.
専
門
技
術
者

が
配
置

さ
れ
て
い
な
い

。

１
項
目

で
も

該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｄ
　

２
項
目
該
当

・
・
・
・
・
・
・
・

ｅ

Ⅱ
．

配
置

技
術

者
１
．

施
工
体
制

　

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て

、
比
率

％
）

計
算
の

値
で
評

価
す
る
。

③
評
価
値
（

％
）
＝

（
）
評

価
数
／

（
）

対
象
評

価
項
目

数
④

な
お
、

削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ

評
価
と

す
る



専
任

監
督

員
　

3
/
1
4

「
評
価
対
象
項
目
」

対
象
評
価

必
須

1
.
工
事
請
負
契
約
書
約
款

ま
た
は

契
約

書
○

条
第
○

項
第

○
号
か

ら
○

号
に
係

わ
る

設
計

図
書
の

照
査
を

行
い
、

監
督
職
員

の
確
認

を
受
け
て

施
工

を
行

っ
て
い
る

。

必
須

2
.
施
工
計
画
書

と
現
場
施
工
方
法

が
一
致

し
て

い
る
。

必
須

3
.
施
工
計
画
書

と
現
場

の
施
工
体
制
等

が
一

致
し

て
い

る
。

必
須

4
.
施
工
計
画
書

の
内
容

が
設
計
図
書

の
内

容
及

び
現

場
条

件
を
反

映
し

た
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

選
択

5
.
工
事
材
料

の
使
用
及

び
調
達
計
画

が
十

分
な

さ
れ
、

管
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

6
.
品
質
確
保

の
た
め
の

対
策

が
見

ら
れ

る
。

選
択

7
.
日
常

の
出
来
形
管
理

が
適
時

、
的
確

に
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

8
.
日
常

の
品
質
管
理

が
適
時

、
的
確

に
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

9
.
現
場
内

で
の

整
理
整
頓

が
日
常
的

に
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
0
.
使
用
材
料
等

の
品
質
保
証
書
等

ま
た

は
工

事
記

録
写

真
等
が

適
切
に

整
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
1
.
現
場

で
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

選
択

1
2
.
立
会
確
認

の
手
続

き
が

事
前

に
な
さ

れ
て

い
る

。

必
須

1
3
.
工
事
記
録

の
整
備

が
的
確

に
な
さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
4
.
建
設
廃
棄
物
及

び
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
取
り

組
み

が
適

切
に

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
5
.
工
事
全
体

で
使
用
機
械

、
車
両
等

で
低

騒
音
、

排
出
ガ

ス
対

策
機

械
を

使
用

し
て

い
る
。

必
須

1
6
.
段
階
確
認

、
施
工
状
況
把
握

に
係

る
報

告
が

適
切

な
時

期
に

行
わ

れ
て

い
る
。

必
須

1
7
.
施
工
管
理

に
つ
い
て

、
指
摘
事
項

が
な

か
っ

た
。

ま
た

は
、

指
摘

事
項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

（
次
回

）
実
施

さ
れ
た

。

1
8
.
そ
の

他
　

理
由

：

　
該
当
項
目
が
８
０
％
以
上
・
・
・
・
ｂ

　
該
当
項
目
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

　
該
当
項
目
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価
値

％

1
.設
計
図
書
と
適
合
し
な
い
箇
所
が
あ
り
、
文
書
に
よ
り
改
造
請
求
を
行
っ
た
。

2
.施
工
計
画
書
が
工
事
着
手
前
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

3
.定
め
ら
れ
た
工
事
材
料
の
検
査
義
務
を
怠
り
、
破
壊
検
査
を
行
っ
た
。

4
.契
約
図
書
に
基
づ
く
施
工
上
の
義
務
に
つ
き
、
監
督
員
か
ら
文
書
に
よ
り
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

上
記

１
項
目

で
も

該
当

あ
れ
ば
・
・
・

・
ｄ

２
項
目
以
上

あ
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・
・

ｅ

２
．
施
工
状
況

Ⅰ
．
施
工
管
理

　

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と
し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評

価
す
る
。

③
評
価
値

（
％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）
対

象
評
価

項
目
数

④
な
お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数

が
２
項
目

以
下
の

場
合
は
ｃ

評
価
と

す
る



専
任

監
督

員
　

4
/
1
4

「
評
価
対
象
項
目
」

対
象
評
価

選
択

1
.
工
程

に
与
え
る

要
因

を
的
確

に
把
握

し
、

そ
れ

ら
を
反

映
し

た
実

施
工

程
表
を

作
成

し
て

い
る
。

選
択

2
.
時
間
制
限

・
片
側
交
互
通
行
等

の
各
種

制
約

が
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず
工

程
の

短
縮

を
行

っ
た

。

必
須

3
.
現
場
条
件

の
変
更

へ
の

対
応

が
積
極

的
で

処
理
が

早
く

、
ま

た
地

元
調

整
を

積
極

的
に
行

い
円

滑
な
工

事
進
捗

を
行

っ
た
。

必
須

4
.
休
日

の
確
保

を
行

っ
て
い
る

。

必
須

5
.
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

等
を
実
施

し
、

工
程

の
管

理
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

6
.
夜
間

（
時
間
外

を
含

む
。
）

や
休
日

等
の

作
業
が

少
な

く
、
余

裕
を

も
っ

て
工

期
前

に
完

成
し

た
。

（
緊

急
時

の
作
業

は
除

く
。
）

選
択

7
.
現
場
事
務
所

で
の

工
程
管
理

を
工
程

表
や

パ
ソ

コ
ン
等

を
用
い

て
、

日
常

的
に

把
握

さ
れ

て
い

る
。

必
須

8
.
工
程
管
理

に
つ
い
て

、
指
摘
事
項

が
な

か
っ

た
。

ま
た

は
、
指

摘
事

項
に
対

す
る

改
善
が

速
や

か
に
（

次
回
）

実
施

さ
れ
た

。

選
択

9
.
そ
の

他
　
理
由

：

　
該
当
項
目

が
９
０

％
以
上

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ａ

　
該
当
項
目

が
８
０

％
以
上

９
０

％
未
満

・
・

・
・
ｂ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
以
上

８
０

％
未
満

・
・

・
・
ｃ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
未
満

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

自
主
的

な
工
程
管
理

が
な
さ
れ
ず

、
監
督

員
か

ら
文

書
に

よ
り
改

善
指

示
を
行

っ
た

。

上
記
該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｄ

請
負
者

の
責
に
よ
り

工
期
内

に
工
事

を
完

成
さ

せ
な

か
っ

た
。

（
但

し
、

改
善

指
示
に

よ
る
場

合
を

除
く

）

上
記
該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｅ

２
．
施
工
状
況

Ⅱ
．
工
程
管
理

　

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と
し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評

価
す
る
。

③
評
価
値

（
％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）
対

象
評
価

項
目
数

④
な
お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数

が
２
項
目

以
下
の

場
合
は
ｃ

評
価
と

す
る



専
任

監
督

員
　

5
/
1
4

「
評
価
対
象
項
目
」

対
象
評
価

選
択

1
.
災
害
防
止

（
工
事
安
全

）
協
議
会
等

を
設

置
し
、

１
回

／
月

以
上

活
動
し
、

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る
。

選
択

2
.
店
社

パ
ト
ロ
ー
ル
を
１

回
／
月
以
上
実

施
し

、
記

録
が

整
備
さ

れ
て

い
る
。

選
択

3
.
各
種
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
で

指
摘

を
受
け

た
事

項
に

つ
い

て
、
速

や
か

に
改

善
を

図
り

、
か

つ
関

係
者
に

是
正
報
告

し
て
い
る

。

必
須

4
.
安
全
教
育

・
訓
練
等

を
４

時
間

／
月
以

上
適

時
、

的
確

に
実

施
し

、
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

5
.
安
全
巡
視

、
Ｔ
Ｂ
Ｍ
、
Ｋ
Ｙ

等
を

実
施

し
、

記
録
を

整
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

6
.
新
規
入
場
者
教
育

を
実
施

し
、

実
施

内
容

に
現

場
の

特
性

が
十

分
反

映
さ

れ
、

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る
。

選
択

7
.
安
全
管
理

の
臨
機

の
措
置

を
行

っ
た

。

必
須

8
.
過
積
載
防
止

に
積
極
的

に
取
り

組
ん
で

い
る

。

必
須

9
.
使
用
機
械

、
車
両
等

の
点
検
整
備
等

が
な

さ
れ
、

管
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
0
.
重
機
操
作

に
際
し
て

、
誘
導
員
配

置
や
重

機
と

人
の
行

動
範

囲
の
分

離
措

置
が

な
さ

れ
て

い
る
。

選
択

1
1
.
山
留

め
、

仮
締
切
等

に
つ
い
て

、
設

置
後
の

点
検

及
び

管
理

が
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト
等

を
用

い
て
実

施
さ

れ
て
い
る

。

選
択

1
2
.
足
場

や
支
保
工

に
つ
い
て

、
組
立
完

了
時

や
使

用
中
の

点
検

及
び
管

理
が

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
等

を
用

い
て
実
施

さ
れ
て
い
る

。

選
択

1
3
.
工
事
現
場

に
お
け
る

保
安
施
設
等

の
整

備
・

設
置

・
管

理
が

的
確
で

あ
り

、
よ

く
整

備
さ

れ
て

い
る
。

必
須

1
4
.
安
全
対
策

に
つ
い
て

、
指
摘
事
項

が
な

か
っ

た
。

ま
た

は
、

指
摘

事
項
に

対
す

る
改

善
が

速
や

か
に

（
次
回

）
実
施

さ
れ
た

。

選
択

1
5
.
そ
の

他　
理
由

：

　
該
当
項
目

が
９
０

％
以
上

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ａ
　

該
当
項
目

が
８
０

％
以
上

９
０

％
未
満

・
・

・
・
ｂ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
以
上

８
０

％
未
満

・
・

・
・
ｃ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
未
満

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

安
全
管
理

に
関

す
る

現
場
管
理

ま
た
は

防
災

体
制
が

不
適

切
で

あ
っ

た
。

上
記
該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｄ
安
全
対
策

の
不
備

に
よ
り

重
大

な
災
害

等
を

受
け

た
。

　
上
記
該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｅ

２
．
施
工
状
況

Ⅲ
．
安
全
対
策

　

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と
し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評

価
す
る
。

③
評
価
値

（
％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）
対

象
評
価

項
目
数

④
な
お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数

が
２
項
目

以
下
の

場
合
は
ｃ

評
価
と

す
る
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「
評
価
対
象
項
目

」

対
象

評
価

必
須

1
.
工
事
施
工

に
あ
た
り

、
関
係
官
公
庁

等
の

関
係

機
関
と

調
整
し

、
ト

ラ
ブ

ル
の
発

生
が

な
い
。

選
択

2
.
工
事
施
工

に
あ
た
り

、
地
元

と
の

適
切

な
調

整
を

行
っ

た
。

選
択

3
.
苦
情

に
対
し
て

的
確

に
対
応

し
、

良
好

な
対

外
関

係
で

あ
っ

た
。

選
択

4
.
積
極
的

な
地
元
対
策

を
実
施

し
、

第
三

者
か

ら
の
苦

情
な

か
っ

た
。

ま
た

は
苦

情
に

よ
る

ト
ラ

ブ
ル

が
少

な
か
っ
た

。

選
択

5
.
関
連
工
事

と
の

調
整

を
行

い
、

関
連

工
事

を
含
む

工
事

全
体
の

円
滑

な
進

捗
に

寄
与

し
て

い
る
。

必
須

6
.
対
外
関
係

に
つ
い
て

、
指
摘
事
項

が
な

か
っ

た
。

ま
た

は
、
指

摘
事

項
に
対

す
る

改
善
が

速
や

か
に
（

次
回
）

実
施

さ
れ
た

。

選
択

7
.
そ
の

他
　
理
由

：

　
該
当
項
目

が
９
０

％
以
上

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ａ
　

該
当
項
目

が
８
０

％
以
上

９
０

％
未
満

・
・

・
・
ｂ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
以
上

８
０

％
未
満

・
・

・
・
ｃ

　
該
当
項
目

が
６
０

％
未
満

・
・
・
・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

請
負
者

の
対
応

に
よ
る

苦
情

が
多

い
。
ま

た
は

対
応
が

悪
く

ト
ラ

ブ
ル

が
あ

っ
た
。

関
係
法
令

に
違
反

す
る

恐
れ
が
あ
っ
た

た
め

、
監

督
員
か

ら
文

書
に

よ
り

指
示
を

行
っ

た
。

上
記
該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｄ

関
連
工
事

と
の

調
整

に
関
し
て

、
発
注

者
の

指
示
に

従
わ

な
か

っ
た

た
め
、
関

連
工

事
を
含

む
工

事
全

体
の

進
捗

に
支
障

が
生

じ
た

。
　

上
記
該
当

あ
れ
ば
・
・
・

ｅ

２
．

施
工
状
況

Ⅳ
．

対
外

関
係

　

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と
し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評

価
す
る
。

③
評
価
値

（
％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）
対

象
評
価

項
目
数
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（
す

べ
て

選
択

）
【

施
工

規
模

が
大

規
模

】
下

記
の

該
当

す
る

項
目

が
、

高
度

技
術

で
評

価
で

き
る

場
合

施
工
規
模

の
大
き
さ
へ
の

対
応

※
（

左
の

カ
ー

ソ
ル

を
下

に
移

動
し

て
、

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
）

□

２
．
そ
の

他
（

該
当

が
あ

れ
ば

チ
ェ

ッ
ク

し
て

理
由

を
記

入
。

）
ダ

ム
用

水
門

＜
設

計
水

深
ｍ

樋
門

・
樋

管
　

1
5
m
2
＜

Ａ
揚

排
水

機
場

　
1
5
0
0
m
m
＜

φ

理
由

：
堰

、
水

門
　

最
大

径
間

長
2
0
m
以

上
又

は
径

間
数

２
径

間
以

上
ト

ン
ネ

ル
(
開

削
工

法
)
　

2
0
ｍ

＜
Ｈ

ト
ン

ネ
ル

(
沈

埋
工

法
)
　

3
0
0
m
2
＜

Ａ

海
岸

堤
防

、
護

岸
、

突
堤

、
離

岸
提

　
水

深
５

m
＜

Ｈ

浚
渫

工
 
 
2
0
万

m
3
＜

Ｖ
流

路
工

　
5
0
m
3
＜

Ｑ
砂

防
ダ

ム
　

1
0
m
＜

Ｈ

ダ
ム

高
　

○
ｍ

＜
Ｈ

転
流

ト
ン

ネ
ル

　
○

m
3
/
s
＜

Ｑ
橋

梁
下

部
工

　
高

さ
　

1
5
m
＜

Ｈ

推
進

工
事

　
　

4
0
0
m
＜

１
ス

パ
ン

構
造
物
固
有

の
難
し
さ
へ
の

対
応

【
事

例
：

構
造

物
固

有
な

施
工

難
度

と
対

応
工

法
等

】
（

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
）

□
地

山
強

度
が

低
い

。
ま

た
土

被
り

が
薄

い
た

め
、

Ｆ
Ｅ

Ｍ
解

析
等

の
施

工
の

た
め

の
検

討
が

必
要

な
工

事
。

□
４
．
既
設
構
造
物

の
補
強

、
撤
去
等
特
殊

な
工

事
砂

防
工

事
等

で
現

地
調

査
に

基
づ

き
、

現
地

合
わ

せ
の

再
設

計
と

施
工

が
必

要
な

工
事

。

□
５
．
そ
の

他
鉄

道
営

業
線

に
隣

接
し

た
橋

脚
の

耐
震

補
強

工
事

や
河

道
内

の
流

水
部

に
お

け
る

橋
脚

撤
去

工
事

。

理
由

：
供

用
中

の
施

設
の

改
修

工
事

等
。

建
築

工
事

で
官

庁
施

設
の

総
合

耐
震

計
画

基
準

に
お

い
て

Ⅰ
類

及
び

Ａ
類

に
属

す
る

工
事

４
．

高
度

技
術

力
キ

ー
ワ

ー
ド

一
覧

表

切
土

・
盛

土
工

　
５

万
m
3
＜

Ｖ
、

切
土

直
高

2
0
m
＜

Ｈ
、

盛
土

直
高

1
0
m
＜

Ｈ
、

延
べ

面
積

○
m
2
以

上
の

建
物

、
地

上
○

階
以

上
の

建
物

、
地

下
○

階
以

上
の

建
物

、
大

空
間

の
ホ

ー
ル

等
を

有
す

る
建

物
、

研
究

所
等

特
殊

設
備

・
機

能
の

有
る

建
物

１
．
対
象
構
造
物

の
高

さ
、

延
長

、
施
工

（
断

）
面

積
、
施

工
深

度
等

の
規
模

３
．
対
象
構
造
物

の
形
状

の
複
雑

さ
（
土
被

り
厚

や
ト

ン
ネ

ル
線

形
等

を
含

む
）

護
岸

・
築

堤
高

　
５

m
＜

Ｈ
、

築
堤

高
（

提
内

地
地

盤
高

か
ら

計
画

堤
防

高
の

差
）

５
ｍ

＜
Ｈ

ト
ン

ネ
ル

(
ｼ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
)
　

1
0
m
＜

φ

ト
ン

ネ
ル

(
N
A
T
M
)
　

内
空

断
面

積
8
0
m
2
＜

Ａ

土
留

工
、

締
切

工
　

直
高

５
m

＜
Ｈ

地
滑

り
防

止
工

　
○

ｍ
＜

W
　

又
は

○
ｍ

＜
L

橋
梁

上
部

工
　

最
大

支
間

長
　

8
0
m
＜

Ｌ
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技
術
固
有

の
難
し
さ
へ
の

対
応

電
気

設
備

工
事

で
官

庁
施

設
の

総
合

耐
震

計
画

基
準

に
お

い
て

甲
類

に
属

す
る

工
事

□
６
．
工
種
及

び
工
法

の
特
殊
性

機
械

設
備

工
事

で
官

庁
施

設
の

総
合

耐
震

計
画

基
準

に
お

い
て

甲
類

に
属

す
る

工
事

□
７
．
新
工
法

（
機
器
類

を
含

む
）
及

び
新
材

料
の

適
用

建
築

工
事

で
耐

震
及

び
免

震
構

造
の

工
事

□
８
．
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ

の
評
価
試
行
方
式

を
適
用

建
築

及
び

設
備

工
事

で
敷

地
内

又
は

周
辺

部
の

工
作

物
、

配
管

・
配

線
等

の
大

規
模

な
移

設
、

切
り

回
し

を
行

っ
た

工
事

□
９
．
そ
の

他
建

築
及

び
設

備
工

事
で

仮
設

備
等

を
設

け
、

配
管

・
配

線
等

の
盛

替
え

等
を

必
要

と
す

る
改

修
工

事

理
由

：
建

築
及

び
設

備
工

事
で

休
日

・
夜

間
作

業
が

工
程

の
６

０
％

以
上

を
占

め
る

改
修

工
事

施
工

場
所

や
構

造
物

の
特

殊
性

に
対

処
す

る
た

め
の

新
技

術
、

新
工

法
を

採
用

し
た

工
事

。

パ
イ

ロ
ッ

ト
工

事
。

又
は

特
異

な
試

験
フ

ィ
ー

ル
ド

工
事

で
特

許
工

法
等

の
技

術
的

に
検

討
が

必
要

な
工

事
。

そ
の

他
、

ｺ
ﾝ
ﾋ
ﾟ
ｭ
ｰ
ﾀ
ｰ
ｼ
ｭ
ﾐ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
等

が
必

要
な

設
計

や
特

殊
な

工
法

及
び

材
料

等
を

用
い

た
工

事
。

等

Ｖ
Ｅ

提
案

さ
れ

た
工

法
等

が
高

度
技

術
と

し
て

評
価

で
き

る
場

合
。

そ
の

他
、

構
造

物
固

有
の

難
し

さ
へ

の
対

応
が

必
要

で
あ

り
、

特
に

評
価

す
べ

き
技

術
が

あ
る

と
評

価
さ

れ
た

工
事

。

そ
の

他
、

技
術

固
有

の
難

し
さ

へ
の

対
応

が
必

要
で

あ
り

、
特

に
評

価
す

べ
き

技
術

が
あ

る
と

評
価

さ
れ

た
工

事
。

（
左

欄
の

そ
の

他
に

理
由

を
記

入
。

）

（
左

欄
の

そ
の

他
に

理
由

を
記

入
。

）

Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｉ

Ｓ
の

評
価

試
行

方
式

を
導

入
し

、
活

用
の

効
果

が
あ

っ
た

場
合

。
(
た

だ
し

、
設

計
図

書
で

工
法

指
定

し
た

場
合

は
除

く
。

)
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厳
し
い

自
然

・
地
盤
条
件

へ
の

対
応

【
事

例
：

自
然

及
び

地
盤

条
件

へ
の

対
応

工
事

等
】

（
該

当
項

目
を

チ
ェ

ッ
ク

）

□
１
０

．
湧
水

の
発
生

、
地
下
水

の
影
響

（
地
盤

掘
削

時
）

□
１
１

．
軟
弱
地
盤

，
支
持
地
盤

の
状
況

□
１
３

．
雨

・
雪

・
風
・

気
温

・
波
浪
等

の
影
響

□ □
１
５

．
そ
の

他

理
由

：

建
築

工
事

で
施

工
ヤ

ー
ド

が
狭

く
、

高
さ

制
限

も
あ

り
、

施
工

及
び

機
械

の
移

動
や

旋
回

等
に

制
約

を
受

け
た

工
事

。

そ
の

他
、

自
然

条
件

又
は

地
盤

条
件

へ
の

対
応

が
必

要
で

あ
り

、
特

に
評

価
す

べ
き

技
術

が
あ

る
と

評
価

さ
れ

た
工

事
。

（
左

欄
の

そ
の

他
に

理
由

を
記

入
。

）

□
１
２

．
河
川
内

・
海
域

・
急
峻

な
地
盤
条
件
下

等
及

び
工

事
用

道
路
・
作
業

ス
ペ
ー
ス

等
の
制
約

１
４

．
地

す
べ
り

等
の

地
質
条
件

、
急
流
河

川
で

の
水

流
、

海
域

で
の

潮
流
等

の
影
響

、
動
植
物
等

に
対
す
る

配
慮

等

斜
面

上
若

し
く

は
急

峻
な

地
形

直
下

で
の

工
事

の
た

め
、

工
事

に
伴

う
地

滑
り

防
止

対
策

等
の

安
全

対
策

施
工

後
に

、
施

工
し

た
工

事
。

海
岸

及
び

河
川

内
の

た
め

、
設

計
書

で
計

上
す

る
以

上
に

波
浪

等
の

影
響

で
不

稼
働

日
が

多
く

、
主

に
作

業
船

や
台

船
を

使
用

す
る

工
事

。

波
浪

や
水

位
変

動
が

大
き

い
た

め
、

作
業

構
台

等
を

設
置

し
た

工
事

。
ま

た
、

作
業

構
台

等
の

設
置

や
作

業
工

程
か

ら
潜

水
夫

を
多

用
し

た
工

事
。

河
川

内
の

橋
脚

工
事

等
で

、
地

下
水

位
が

高
く

、
ウ

ェ
ル

ポ
イ

ン
ト

等
の

排
水

設
備

の
他

、
大

規
模

な
山

留
め

工
法

が
必

要
な

工
事

。

支
持

地
盤

の
形

状
が

複
雑

な
た

め
、

深
礎

杭
基

礎
の

１
本

毎
に

地
質

調
査

を
実

施
す

る
他

、
支

持
地

盤
を

確
認

し
な

が
ら

再
設

計
し

た
工

事
。

軟
弱

地
盤

上
の

緩
速

盛
土

の
た

め
、

施
工

不
可

能
日

（
待

ち
時

間
）

が
多

く
、

施
工

機
械

の
稼

働
率

と
施

工
台

数
等

を
的

確
に

把
握

し
た

工
事

。

急
峻

な
地

形
の

た
め

、
作

業
構

台
や

作
業

床
の

設
置

が
制

限
さ

れ
る

工
事

。
ま

た
は

命
綱

を
使

用
す

る
必

要
が

あ
っ

た
工

事
。

（
法

面
工

は
除

く
）

建
築

工
事

で
地

下
水

位
が

高
く

、
ウ

ェ
ル

ポ
イ

ン
ト

等
の

排
水

設
備

の
他

、
大

規
模

な
山

留
め

工
法

が
必

要
な

工
事

。

建
築

工
事

で
冬

期
施

工
の

た
め

、
大

規
模

な
雪

寒
冬

囲
い

を
す

る
必

要
が

あ
り

、
冬

期
の

養
生

温
度

の
管

理
や

施
工

ス
ペ

ー
ス

の
制

限
を

受
け

た
工

事
。

冬
期

施
工

の
た

め
、

大
規

模
な

雪
寒

冬
囲

い
を

す
る

必
要

が
あ

り
、

冬
期

の
養

生
温

度
の

管
理

や
施

工
ス

ペ
ー

ス
の

制
限

を
受

け
た

工
事

。

国
立

公
園

内
で

の
工

事
。

ま
た

は
イ

ヌ
ワ

シ
等

の
貴

重
種

の
保

護
の

た
め

、
施

工
時

期
が

限
定

さ
れ

た
り

、
施

工
方

法
等

が
制

限
さ

れ
た

工
事

。



専
任

監
督

員
　

1
0
/
1
4

厳
し
い

周
辺
環
境
等

、
社
会
条
件

へ
の

対
応

【
事

例
：

周
辺

環
境

や
社

会
条

件
等

の
施

工
現

場
で

の
対

応
が

必
要

に
な

っ
た

工
事

等
】

（
該

当
項

目
を

チ
ェ

ッ
ク

）

□
１
６

．
地
中
埋
設
物
等

の
地
中
内

の
作
業
障

害
物

□
鉄

道
営

業
線

及
び

供
用

中
道

路
を

跨
ぐ

跨
線

橋
又

は
跨

道
橋

工
事

。

市
街

地
等

の
家

屋
密

集
地

で
の

、
鉄

道
又

は
道

路
を

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

す
る

工
事

。

□
１
８

．
周
辺
住
民
等

に
対
す
る

騒
音

・
振
動

の
配

慮
市

街
地

で
の

夜
間

工
事

。

□
１
９

．
周
辺
水
域
環
境

に
対

す
る

水
質
汚
濁

の
配

慮

□ □
２
１

．
現
道
上

で
、
特

に
交
通
規
制
及

び
そ

の
処

理
が

伴
う

作
業

供
用

し
て

い
る

自
専

道
等

の
路

上
工

事
で

交
通

規
制

が
必

要
な

工
事

。

□
２
２

．
騒
音

・
振
動

・
水
質
汚
濁
以
外

の
環
境

対
策

、
廃

棄
物

処
理

等

□
２
３

．
そ
の

他
工

事
期

間
中

の
大

半
に

わ
た

っ
て

、
規

制
標

識
類

の
設

置
・

撤
去

を
日

々
行

い
、

交
通

開
放

を
行

っ
た

工
事

。

理
由

：
地

元
調

整
や

環
境

対
策

の
制

約
が

特
に

多
い

工
事

。

工
事

の
実

施
に

あ
た

り
、

各
種

の
制

約
が

あ
り

、
工

程
的

に
も

特
に

厳
し

く
、

施
工

の
制

限
を

受
け

た
工

事
。

横
断

函
渠

工
事

や
電

線
地

中
化

工
事

等
の

現
道

開
削

工
事

で
、

ガ
ス

管
・

水
道

管
・

電
話

線
等

の
移

設
が

施
工

工
程

に
大

き
く

影
響

し
た

工
事

。

支
障

物
件

の
移

設
が

工
程

上
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
に

な
り

、
工

程
の

遅
れ

を
生

じ
、

回
復

に
機

械
、

人
員

等
の

増
強

を
行

っ
た

工
事

。

１
７

．
工
事

の
影
響

に
配
慮

す
べ
き

鉄
道
営

業
線

・
供

用
中
の

道
路
・
架
空
線

・
建
築
物
等

の
近
接
物

２
０

．
生
活
道
路

を
利
用

し
て
の

資
機
材
搬
入

等
の

工
事

用
道

路
の
制
約

、
路
面
建
築
物
等

の
近
接
物

供
用

中
の

幹
線

道
路

（
国

道
、

県
道

、
１

級
市

道
以

上
）

で
概

ね
の

期
間

、
片

側
交

互
通

行
等

で
交

通
規

制
を

し
た

工
事

。
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任

監
督
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1
1
/
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施
工
現
場

で
の

対
応

工
事

に
先

立
ち

又
は

施
工

中
で

、
監

視
・

観
測

等
の

結
果

に
基

づ
き

、
工

法
変

更
を

行
っ

た
工

事
。

２
４

．
災
害
等

で
の

臨
機

の
処
置

（
該

当
が

あ
れ

ば
チ

ェ
ッ

ク
。

）
環

境
対

策
が

工
程

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た

工
事

。

□
施

工
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ
が

狭
く

、
高

さ
制

限
も

あ
り

、
施

工
及

び
機

械
の

移
動

や
旋

回
等

に
制

約
を

受
け

た
工

事
。

大
気

圧
を

越
え

る
気

圧
下

の
作

業
室

で
の

工
事

。

□
２
６

．
そ
の

他
酸

欠
、

有
毒

・
可

燃
性

ガ
ス

等
の

対
策

が
必

要
な

工
事

。
地

上
・

水
面

か
ら

○
ｍ

以
上

（
○

ｍ
以

下
）

で
の

工
事

。

理
由

：
工

程
上

、
他

工
事

の
制

約
を

受
け

、
機

械
、

人
員

の
増

強
を

行
っ

た
工

事
。

建
築

工
事

で
大

規
模

な
テ

レ
ビ

電
波

障
害

対
策

を
行

っ
た

工
事

そ
の

他
【

そ
の

他
】

（
該

当
項

目
を

チ
ェ

ッ
ク

）

□
そ

の
他

、
施

工
及

び
工

法
等

の
優

れ
た

技
術

力
及

び
能

力
と

し
て

、
評

価
す

る
技

術
。

（
左

欄
の

そ
の

他
に

理
由

を
記

入
。

）

理
由

：
そ

の
他

（
加

点
が

１
点

の
場

合
）

□
２
８

．
そ
の

他
（

加
点

が
１

点
の
場
合

）

理
由

：

評
点

：
0
点

【
高

度
技

術
の

キ
ー

ワ
ー

ド
の

詳
細

】

・
高
度

な
技
術
力

は
、
加
点
評
価

と
す
る

・
加
点

は
＋
7
点
～

０
点

の
範
囲

と
す
る

。

・
該
当

ｷ
ｰ
ﾜ
ｰ
ﾄ
ﾞ
数

の
数
と

重
み
を

勘
案

し
て

評
点

す
る

。

・
１
項
目

２
点
を

目
安

と
す
る
が

、
内
容

に
よ

っ
て

は
そ

れ
以

上
ま

た
は

以
下

の
点
数

を
与

え
て
も
よ
い

。

建
築

工
事

で
特

に
困

難
な

調
整

を
要

す
る

他
工

事
（

近
接

工
事

）
の

請
負

者
が

複
数

あ
る

工
事

（
左

欄
の

そ
の

他
に

理
由

を
記

入
。

）

そ
の

他
、

周
辺

環
境

又
は

社
会

条
件

へ
の

対
応

が
必

要
で

あ
り

、
特

に
評

価
す

べ
き

技
術

が
あ

る
と

評
価

さ
れ

た
工

事
。

（
左

欄
の

そ
の

他
に

理
由

を
記

入
。

）

２
５

．
施
工
状
況

（
条
件

）
の

変
化

に
対
応

し
た

施
工

・
工

法
等

の
自
発
的
提
案

と
対
応
等

建
築

工
事

で
外

来
者

の
多

い
施

設
で

、
作

業
範

囲
内

に
外

来
者

・
通

行
人

等
の

動
線

が
あ

る
工

事
（

左
欄

の
そ

の
他

に
理

由
を

記
入

。
）

２
７

．
そ
の

他
、

施
工
及

び
工
法
等

の
優

れ
た

技
術

力
及
び

能
力

と
し
て

、
評
価

す
る

必
要

が
あ
る

事
項

そ
の

他
、

施
工

現
場

で
の

対
応

で
、

特
に

評
価

す
べ

き
技

術
が

あ
る

と
評

価
さ

れ
た

工
事

。
（

左
欄

の
そ

の
他

に
理

由
を

記
入

。
）
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５
．

創
意

工
夫

（
す

べ
て

選
択

）

　
　

５
．
創
意
工
夫

キ
ー
ワ
ー
ド

一
覧
表

（
創
意
工
夫

が
多
く

見
ら

れ
る

リ
ス

ト
）

施
工

性
安
全
性

準
備

・
後
片

づ
け

関
係

１
．
測
量

・
位
置
出

し
に
お
け
る

工
夫

□
２

．
現
地
調
査
方
法

の
工
夫

□
３

．
そ
の

他

理
由

：

施
工
関
係

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

理
由

：

６
．
土
工

、
地
盤
改
良

、
橋
梁
架
設

、
舗

装
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト
打

設
等

の
施

工
関

係
の

工
夫

７
．
部
材

・
機
材
等

の
運
搬

・
吊

り
方
式

等
を

含
む

施
工

方
法

等
の

工
夫

４
．
施
工

に
伴

う
器
具

・
工
具

・
装
置

類
の

工
夫

又
は

、
設

備
据

付
後
の

試
運

転
調

整
の
工
夫

作
業
環
境

品
質

そ
の

他
（

項
目
記
載

）

１
２

．
運
搬
車
両

・
施
工
機
械
等

の
工
夫

１
１

．
仮
排
水

、
仮
道
路

、
迂
回
路
等

の
計

画
施

工
の

工
夫

１
７

．
そ
の

他

１
３

．
支
保
工

、
型
枠
工

、
足
場
工
及

び
仮

桟
橋
、

覆
工

版
、
山

留
め

等
の
仮

設
工

関
係

の
工
夫

１
４

．
施
工
管
理
及

び
品
質
向
上
等

の
工

夫

１
５

．
建
築
工
事

で
プ
レ
バ
ブ

工
法
等

を
採

用
し
、

工
期

短
縮

等
の

工
夫

１
６

．
建
築
工
事

で
改
修
工
事

に
お
け
る

仮
設

備
の

工
夫

８
．
設
備
工
事

で
、

加
工

、
組
立
等

の
工

夫
又

は
、

電
気

工
事
の

配
線

、
配

管
等
で

の
工
夫

９
．
給
排
水

・
衛
生
設
備
工
事
等

の
配
管

・
ポ

ン
プ
類

の
凍

結
防

止
策
、

つ
な

ぎ
等

の
工
夫

１
０

．
照
明

・
視
界
確
保
等

の
工
夫

５
．
コ
ン
ク
リ
ー
ト

二
次
製
品

の
利
用

等
の

代
替

材
の

適
用

と
工

夫
及

び
工

事
加

工
製
品

を
活
用

し
副
産
物
及

び
廃
棄
物

の
減

少
に

工
夫
。

又
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

に
対

す
る

積
極
的

な
取

り
組

み
。
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1
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品
質
関
係

□
１
８

土
工
関
係

、
設
備
関
係

、
電
気
関
係

の
工

夫

□
１
９
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

打
設
関
係

の
工
夫

（
材

料
、

打
設

、
養

生
、

出
来

形
・

品
質

等
）

□
２
０

鉄
筋

、
Ｐ
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル

、
コ
ン
ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

等
の
使

用
材

料
の
工

夫

□
２
１

配
筋

・
溶
接
作
業
等

に
関
係

す
る

工
夫

□
２
２

建
築
関
係

で
躯
体
工
事

の
品
質
管
理

の
工

夫

□
２
３

建
築
関
係

で
材
料

の
検
査
試
験

に
関

す
る

工
夫

□
２
４

建
築
関
係

で
施
工

の
検
査
試
験

に
関

す
る

工
夫

□
２
５

建
築
関
係

で
品
質
試
験
方
法

の
工
夫

□
２
６
そ
の

他

理
由

：

安
全
衛
生
関
係

□ □ □ □ □ □
３
２

作
業
環
境

が
厳

し
い

現
場

で
の

環
境

改
善

等
の

工
夫

□
３
３

建
築
工
事

で
苦
渋
作
業
等

の
作
業

環
境

低
減

等
の

工
夫

□
３
４
ゴ
ミ
の

減
量
化

、
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
励

行
等

の
地

球
環

境
へ

の
工

夫

□
３
５
そ
の

他

 
 
 
理
由

：

３
１

供
用
中

の
道
路
等

の
事
故
防
止

、
一

般
車

両
突

入
時
の

被
害

軽
減

対
策

及
び

一
般
交
通
確
保
等

の
た
め
の

工
夫

３
６

．
建
災
防
等

に
よ
る

建
設
従
事
者

に
対

す
る
安

全
衛

生
教

育
（

該
当

が
あ

れ
ば

チ
ェ
ッ
ク

。
）

２
８

安
全
教
育

、
技
術
向
上
講
習
会

、
安

全
パ

ト
ロ

ー
ル
、

安
全

帯
使

用
等
に

関
す

る
工
夫

２
９

現
場
事
務
所

、
労
務
者
宿
舎
等

の
居

住
空

間
及
び

設
備

等
の

工
夫

３
０

酸
欠
対
策

・
有
毒

ガ
ス
・

可
燃

ガ
ス

の
処

理
。

及
び

粉
塵

防
止

策
や

作
業

中
の

換
気
等
等

の
工
夫

２
７

安
全
仮
設
備
等

の
工
夫

（
落
下
物

、
墜

落
・
転

落
、

挟
ま

れ
、

看
板

、
立

入
禁

止
柵

、
手
摺

り
、
足
場
等

）



専
任

監
督

員
　

1
4
/
1
4

施
工
管
理
関
係

□
３
７

．
盛
土

の
締
固

、
場
所
打

ち
杭

や
既

成
杭

の
施

工
高

さ
等
の

施
工

に
関

係
す

る
工

夫

□
３
８

．
建
築
工
事

で
出
来
形
管
理
等

に
関

す
る

工
夫

□
３
９

．
施
工
計
画
書
及

び
写
真
管
理
等

の
工

夫

□
４
０

．
出
来
形

、
品
質

と
の

計
測
関
係
等

の
工

夫
。

及
び

集
計
、

管
理

図
等
の

工
夫

□
４
１

．
そ
の

他

理
由

：

そ
の

他

□
４
２

．
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
を

活
用

し
た
工

事

（
た
だ
し

、
設
計
図
書

に
定
め

が
な

く
、

自
主

的
に
行

っ
た

工
事
）

□
４
３

．
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
C
C
U
S
）

を
活

用
し

た
工

事

（
た
だ
し

、
設
計
図
書

に
定
め

が
な

く
、

自
主

的
に
行

っ
た

工
事
）

□
４
４

．
そ
の

他

□
４
５

．
そ
の

他

理
由

：

□
４
６

．
そ
の

他

理
由

：

評
点

：
0
点

【
創

意
工

夫
の

詳
細

評
価

】

・
特

に
評
価

す
べ
き

創
意
工
夫
事
例

を
加
点

評
価

す
る
。

・
加
点

は
＋

７
点

～
０

点
の
範
囲

と
す
る

。

・
該
当

ｷ
ｰ
ﾜ
ｰ
ﾄ
ﾞ
数

の
数

と
重
み
を

勘
案

し
て

評
点

す
る
。

・
１

項
目

１
点
を

目
安

と
す
る
が

、
内
容

に
よ

っ
て

は
そ

れ
以

上
の

点
数

を
与
え

て
も

よ
い



総
括

監
督

員
　

1
/
1
2

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
災
害
復
旧
工
事
及
び
施
工
条
件
の
変
更
等
に
よ
る
工
期
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
余
裕
を
も
っ
て
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

選
択

2
.
隣
接
す
る
他
の
工
事
等
と
の
積
極
的
な
工
程
調
整
を
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
た
。

必
須

3
.
地
元
調
整
を
積
極
的
に
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
、
工
期
内
に
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。

選
択

4
.
代
休
等
を
確
保
す
る
な
ど
、
適
切
な
人
員
管
理
と
工
程
管
理
が
地
域
住
民
に
好
印
象
を
与
え
て
い
る
。

必
須

5
.
配
置
技
術
者
（
現
場
代
理
人
等
）
の
積
極
的
な
工
程
管
理
の
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

選
択

6
.
そ
の
他
　

理
由

：

　
該

当
項

目
が

９
０

％
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ａ

　
該

当
項

目
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

工
程
管
理
が
や
や
不
備
で
あ
る
。

上
記

に
該

当
す

れ
ば

・
・

・
・

ｄ

工
程
管
理
が
不
備
で
あ
る
。

上
記

に
該

当
す

れ
ば

・
・

・
・

　

総
括

監
督

員

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

工
程

管
理

①
当

該
「
評

価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削

除
項
目

の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と
し
て

、
比
率

（
％
）

計
算

の
値
で
評

価
す

る
。

③
評

価
値
（

％
）
＝

（
）

評
価
数

／
（

）
対
象
評

価
項
目

数
④

な
お
、
削

除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の
場

合
は
ｃ

評
価
と
す

る



総
括

監
督

員
　

2
/
1
2

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

1
.
建
設
労
働
災
害
、
公
衆
災
害
の
防
止
へ
の
努
力
が
顕
著
で
あ
る
。

2
.
安
全
衛
生
管
理
体
制
を
確
立
し
、
組
織
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

3
.
安
全
衛
生
管
理
活
動
が
活
発
で
他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
。

4
.
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
開
発
や
創
意
工
夫
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

5
.
安
全
協
議
会
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
。

6
.
安
全
職
場
実
現
へ
の
取
り
組
み
が
地
域
全
体
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
。

7
.
そ
の
他
　

理
由

：

安
全
対
策
が
や
や
不
備
で
あ
る

上
記

に
該

当
す

れ
ば

・
・

・
・

ｄ

安
全
対
策
が
不
備
で
あ
る

上
記

に
該

当
す

れ
ば

・
・

・
・

ｅ

　

２
．

施
工

状
況

Ⅲ
．

安
全

対
策

ａ
ｂ

ｃ

安
全

対
策

は
優

れ
て

い
る

安
全

対
策

は
や

や
優

れ
て

い
る

安
全

対
策

は
普

通
で

あ
る

判
定
基
準

ａ
３
項
目
以
上
評
価

ｂ
1～
２
項
目
評
価

ｃ
０
項
目

※
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
こ
と



総
括

監
督

員
　

3
/
1
2

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅰ
．

出
来

形
 
(
土

木
、

建
築

工
事

共
通

）

「
評

価
対

象
項

目
」

対
象

評
価

選
択

1
.
出
来
形
管
理
図
ま
た
は
出
来
形
管
理
表
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
確
認
で
き
る
。

選
択

2
.
出
来
形
測
定
に
お
い
て
、
不
可
視
部
分
の
出
来
形
が
写
真
で
的
確
に
確
認
で
き
る
。

選
択

3
.
自
社
の
管
理
基
準
を
設
定
し
、
適
切
に
管
理
さ
れ
品
質
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

選
択

4
.
写
真
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
工
種
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
。

選
択

5
.
出
来
形
の
形
状
、
寸
法
が
設
計
値
（
設
計
図
書
）
を
満
足
し
、
バ
ラ
ツ
キ
が
少
な
い
。

選
択

6
.
出
来
形
の
性
能
、
機
能
が
設
計
値
（
設
計
図
書
）
を
満
足
し
、
バ
ラ
ツ
キ
が
少
な
い
。

選
択

7
.
出
来
形
管
理
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
工
種
に
つ
い
て
、
監
督
員
と
協
議
の
上
で
管
理
し
て
い
る
。

選
択

8
.
そ
の
他
　

理
由

：

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

６
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

評
価

値
％

該
当

項
目

が
６

０
％

以
下

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督
員
が
文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約
約
款
第
1
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
破
壊
検
査
を
行
っ
た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

　

①
当

該
「
評

価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削

除
項
目

の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母
数

と
し
て

、
比
率
（

％
）

計
算

の
値
で
評

価
す

る
。

③
評

価
値
（

％
）
＝

（
）

評
価
数

／
（

）
対
象
評

価
項
目

数
④

な
お
、
削

除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の
場

合
は
ｃ

評
価
と
す

る



総
括

監
督

員
　

4
/
1
2

３
．
出
来
形
及
び
出
来
栄
え

Ⅱ
．
品
質
　

●
上

記
で

選
択

さ
れ

た
シ

ー
ト

が
工

事
成

績
採

点
表

に
反

映
さ

れ
ま

す
。

工
事

の
選

択
画

面



総
括

監
督

員
　

5
/
1
2

●
土

木
で

複
数

選
択

し
た

場
合

の
工

種
名

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え
（

カ
ー

ソ
ル

を
選

択
欄

に
移

動
し

て
く

だ
さ

い
）

Ⅱ
．

品
質

　
土
木
（
農
林
等
含
む
）

対
象

評
価

選
択

1
.
材
料
の
品
質
規
格
証
明
書
（
ミ
ル
シ
－
ト
・
検
査
証
明
書
等
）
は
整
理
さ
れ
て
い
る
。

最
大

３
工

種
に

て
評

価
で

き
る

。

選
択

2
.
品
質
試
験
は
、
頻
度
・
項
目
と
も
必
要
数
実
施
さ
れ
て
お
り
、
結
果
は
整
理
さ
れ
て
い
る
。

選
択

3
.
品
質
試
験
の
結
果
は
規
格
値
を
満
足
し
、
バ
ラ
ツ
キ
が
少
な
い
。

●
下

記
か

ら
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。

選
択

4
.
関
連
示
方
書
の
施
工
規
定
は
守
ら
れ
て
い
る
。

1
3
1
共

同
溝

シ
ー

ル
ド

工
事

必
須

5
.
施
工
規
定
の
管
理
に
つ
い
て
、
記
録
又
は
写
真
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

2
3
2
下

水
道

工
事

必
須

6
.
完
成
構
造
物
に
つ
い
て
必
要
な
試
験
が
行
わ
れ
、
結
果
は
規
格
値
を
満
た
し
て
い
る

3
3
3
管

水
路

工
事

選
択

7
.
使
用
機
器
の
キ
ャ
リ
ブ
レ
－
シ
ョ
ン
は
、
行
わ
れ
て
い
る
。

4
3
4
電

線
共

同
溝

工
事

（
管

路
布

設
段

階
）

必
須

8
.
品
質
管
理
に
つ
い
て
の
工
事
記
録
写
真
等
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

5
3
5
仮

設
工

工
事

必
須

9
.
品
質
管
理
及
び
記
録
の
整
理
に
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

6
3
6
フ

ィ
ル

ダ
ム

・
た

め
池

工
事

選
択

1
0
.
そ
の
他

7
3
7
柵

工
、

筋
工

、
伏

工
工

事

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
類

似
工

事
3
8
土

工
事

（
区

画
整

理
、

農
地

造
成

）

該
当
項
目
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

8
3
9
電

気
通

信
設

備
（

農
林

事
業

）

該
当
項
目
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

9
4
0
施

設
機

械
設

備
（

用
排

水
ポ

ン
プ

該
当
項
目
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

1
0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

構
成

付
属

設
備

）

該
当
項
目
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ
評

価
値

％
1
1

4
1
施

設
機

械
設

備
（

除
塵

設
備

・
構

成
付

属
設

備
）

1
2

4
2
水

管
橋

監
督
員
が
文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

1
3

4
3
林

道
土

工
工

事

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ
1
4

4
4
木

材
木

製
品

工
事

1
5

4
5
ほ

場
整

備
工

（
整

地
工

等
、

暗
渠

排
水

工
）

契
約
約
款
第
1
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
破
壊
検
査
を
行
っ
た
。

1
6

4
6
上

水
道

工
事

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ
1
7

4
7
そ

の
他

の
工

事
合

併
工

事
1
8

1
9
地

滑
り

防
止

工
事

(
集

水
井

戸
含

）

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事

法
面

工
事

鋼
橋

工
事

舗
装

工
事

維
持

修
繕

工
事

機
械

設
備

工
事

（
土

木
）

電
気

設
備

照
明

設
備

そ
の

他

建
築

工
事

（
土

木
関

連
）

植
栽

工
事

標
識

塗
装

工
事

区
画

線
等

設
置

工
事

砂
防

構
造

物
工

事

海
岸

工
事

ト
ン

ネ
ル

工
事

土
工

事
(
盛

土
,
築

堤
)

切
土

工
事

防
護

柵
工

事
(
網

)

通
信

設
備

受
変

電
設

備
そ

の
他

類
似

工
事

護
岸

・
根

固
・

水
制

工
事

基
礎

工
工

事
（

地
盤

改
良

含
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
工

事
（

Ｐ
Ｃ

,
Ｒ

Ｃ
）

二
次

製
品

構
造

物

補
強

土
壁

工
事

取
壊

し
工

事

建
築

工
事

（
新

築
）

建
築

工
事

（
改

修
）

電
気

設
備

工
事

（
建

築
）

暖
冷

房
衛

生
設

備
工

事



総
括

監
督

員
　

6
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1
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３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

　
建
築
工
事
（
新
築
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

(
躯

体
工

事
）

必
須

1
.
品
質
管
理
方
法
が
明
確
で
品
質
確
保
に
創
意
工
夫
が
あ
る
。

必
須

2
.
施
工
計
画
書
に
定
め
ら
れ
た
品
質
計
画
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。

必
須

3
.
材
料
の
品
質
証
明
が
適
切
で
あ
る
。

必
須

4
.
請
負
者
の
品
質
計
画
に
よ
る
品
質
管
理
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

5
.
施
工
の
品
質
・
形
状
が
適
切
で
良
好
な
施
工
で
あ
る
。

必
須

6
.
不
可
視
部
分
の
写
真
記
録
が
適
切
で
あ
る
。

(
仕

上
工

事
）

必
須

7
.
品
質
管
理
方
法
が
明
確
で
品
質
確
保
に
創
意
工
夫
が
あ
る
。

必
須

8
.
施
工
計
画
書
に
定
め
ら
れ
た
品
質
計
画
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。

必
須

9
.
材
料
の
品
質
証
明
が
適
切
で
あ
る
。

必
須

1
0
.
請
負
者
の
品
質
計
画
に
よ
る
品
質
管
理
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

1
1
.
施
工
の
品
質
・
形
状
が
適
切
で
良
好
な
施
工
で
あ
る
。

該
当
項
目
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

該
当
項
目
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

該
当
項
目
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

該
当
項
目
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

評
価

値
％

監
督
員
が
文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

上
記
該
当
あ
れ
ば
・
・
・
ｄ

契
約
約
款
第
1
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
破
壊
検
査
を
行
っ
た
。

上
記
該
当
あ
れ
ば
・
・
・
ｅ

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％

）
計
算

の
値
で

評
価
す
る
。

③
評
価
値

（
％
）
＝
（

）
評

価
数
／
（

）
対

象
評
価

項
目

数
④

な
お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数

が
２
項
目

以
下
の

場
合

は
ｃ
評

価
と

す



総
括

監
督

員
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/
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Ⅱ
．

品
質

　
建
築
工
事
（
改
修
）

「
評

価
対

象
項

目
」

対
象

評
価

必
須

1
.
品
質
管
理
方
法
が
明
確
で
あ
る
。

必
須

2
.
施
工
計
画
書
に
定
め
ら
れ
た
品
質
計
画
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。

必
須

3
.
材
料
の
品
質
証
明
が
適
切
で
あ
る
。

必
須

4
.
請
負
者
の
品
質
計
画
に
よ
る
品
質
管
理
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

5
.
品
質
・
形
状
が
適
切
で
良
好
な
施
工
で
あ
る
。

該
当
項
目
が
９
０
％
以
上
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ａ

該
当
項
目
が
８
０
％
以
上
９
０
％
未
満
・
・
・
・
ｂ

該
当
項
目
が
６
０
％
以
上
８
０
％
未
満
・
・
・
・
ｃ

評
価

値
％

該
当
項
目
が
６
０
％
未
満
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ｄ

監
督
員
が
文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約
約
款
第
1
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
破
壊
検
査
を
行
っ
た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」

の
う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は

削
除
後
の
評

価
項
目

数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算

の
値
で

評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝

（
）

評
価
数
／

（
）

対
象
評
価

項
目

数
④

な
お
、

削
除
後

の
評
価
対

象
項
目
数

が
２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と

す

リ
セ

ッ
ト
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員
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Ⅱ
．

品
質

　
電
気
設
備
工
事
（
建
築
）

「
評

価
対

象
項

目
」

対
象

評
価

（
機

材
）

必
須

1
.
機
材
の
品
質
及
び
形
状
が
、
設
計
図
書
等
に
適
合
す
る
証
明
書
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

2
.
製
造
者
に
よ
る
試
験
が
的
確
に
行
わ
れ
、
設
計
図
書
等
に
適
合
す
る
証
明
書
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

（
施

工
）

必
須

3
.
品
質
計
画
に
よ
る
品
質
管
理
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

4
.
施
工
の
品
質
・
形
状
が
適
切
で
良
好
な
施
工
で
あ
る
。

必
須

5
.
施
工
完
了
時
の
試
験
及
び
記
録
が
適
切
で
あ
る
。

選
択

6
.
機
能
の
適
切
性
が
確
認
で
き
る
、
試
運
転
等
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

7
.
不
可
視
部
分
の
写
真
記
録
が
適
切
で
あ
る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

評
価

値
％

監
督
員
が
文
書
で
改
善
指
示
を
行
っ
た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約
約
款
第
1
８
条
第
２
項
に
基
づ
き
破
壊
検
査
を
行
っ
た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

①
当

該
「
評

価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は
削
除

す
る
。

②
削

除
項
目

の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と
し
て

、
比
率

（
％

）
計
算
の

値
で

評
価
す
る

。

③
評

価
値
（

％
）
＝

（
）

評
価
数
／

（
）

対
象
評

価
項
目
数

④
な

お
、
削

除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
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Ⅱ
．

品
質

　
暖
冷
房
衛
生
設
備
工
事

「
評

価
対

象
項

目
」

対
象

評
価

（
機

材
）

必
須

1
.
機
材
の
品
質
及
び
形
状
が
、
設
計
図
書
等
に
適
合
す
る
証
明
書
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

2
.
製
造
者
に
よ
る
試
験
が
的
確
に
行
わ
れ
、
設
計
図
書
等
に
適
合
す
る
証
明
書
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

（
施

工
）

必
須

3
.
品
質
計
画
に
よ
る
品
質
管
理
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

4
.
施
工
の
品
質
・
形
状
が
適
切
で
良
好
な
施
工
で
あ
る
。

必
須

5
.
施
工
完
了
時
の
試
験
及
び
記
録
が
適
切
で
あ
る
。

選
択

6
.
機
能
の
適
切
性
が
確
認
で
き
る
、
試
運
転
等
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

必
須

7
.
不
可
視
部
分
の
写
真
記
録
が
適
切
で
あ
る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

評
価

値
％

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
1
８

条
第

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％

）
計
算

の
値
で

評
価
す
る
。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／
（

）
対

象
評

価
項
目

数
④

な
お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る



総
括

監
督

員
　

1
0
/
1
2

（
請

負
者

か
ら

の
提

出
を

受
け

評
定

を
行

う
）

（
す

べ
て

選
択

）

「
評

価
対

象
項

目
」

評
価

●
下

記
の

該
当

項
目

を
チ

ェ
ッ

ク
し

た
う

え
で

下
欄

に
て

総
合

評
価

を
行

う
こ

と
。

1
.
河
川
、
海
岸
等
の
環
境
保
全
を
具
体
的
に
実
施
し
た
。

2
.
国
定
公
園
や
県
立
公
園
等
及
び
周
辺
地
域
等
の
環
境
保
全
、
貴
重
種
等
の
動
・
植
物
へ
の
保
護
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

3
.
現
場
事
務
所
や
作
業
現
場
の
環
境
を
周
辺
地
域
と
の
景
観
に
合
わ
せ
る
等
、
積
極
的
に
周
辺
地
域
と
の
調
和
を
図
っ
た
。

4
.
定
期
的
に
広
報
紙
や
現
場
見
学
会
等
を
実
施
し
て
、
積
極
的
に
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
。

5
.
地
域
生
活
に
密
着
し
た
ゴ
ミ
拾
い
、
道
路
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
貢
献
し
た
。

6
.
災
害
時
等
に
地
域
へ
の
援
助
・
救
援
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。

7
.
そ
の
他
　

理
由

：

※
　

地
域

へ
の

貢
献

等
と

は
、

工
事

の
施

工
に

と
も

な
っ

て
、

地
域

社
会

や
住

民
に

対
す

る
配

慮
等

の
貢

献
に

つ
い

て
、

加
点

評
価

す
る

。

６
．

社
会

性
等

Ⅰ
．

地
域

へ
の

貢
献

等

ｃ

地
域

へ
の

貢
献

が
非

常
に

優
れ

て
い

る
地

域
へ

の
貢

献
が

や
や

優
れ

て
い

る
他

の
項

目
に

該
当

し
な

い
場

合

ａ
ｂ

判
定
基
準

ａ
２
項
目
程
度
以
上
評
価

ｂ
１
項
目
程
度
以
上
評
価

ｃ
０
項
目

※
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
こ
と



総
括

監
督

員
　

1
1
/
1
2

(
す

べ
て

選
択

）

「
該

当
項

目
一

覧
表

」

措
置

点
数

総
合

点
数

－
２

０
点

0

－
１

５
点

0

－
１

３
点

0

－
１

０
点

0

－
８

点
0

－
５

点
0

－
３

点
0

ー
３

点
0 0 0 0 0 0 0 0

減
点

0
点

措
　

　
置

　
　

内
　

　
容

適
応

事
例

番
号

８
．
法
令
遵
守
等

●
同

じ
措

置
が

繰
り

返
さ

れ
検

討
を

要
す

る
、

又
は

、
３

回
以

上
の

措
置

が
あ

っ
た

場
合

必
ず

チ
ェ

ッ
ク

。
（

総
合

点
数

を
、

必
ず

右
の

欄
に

直
接

入
力

す
る

こ
と

。
）

●
1
回

目
の

措
置

に
つ

い
て

（
下

記
の

該
当

項
目

を
１

つ
選

択
す

る
こ

と
。

該
当

が
な

い
場

合
、

最
下

段
の

該
当

な
し

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
。

）

１
．

指
名

停
止

３
ヶ

月
以

上

２
．

指
名

停
止

２
ヶ

月
以

上
３

ヶ
月

未
満

２
．

指
名

停
止

２
ヶ

月
以

上
３

ヶ
月

未
満

３
．

指
名

停
止

１
ヶ

月
以

上
２

ヶ
月

未
満

４
．

指
名

停
止

２
週

間
以

上
１

ヶ
月

未
満

７
．

工
事

関
係

者
事

故
ま

た
は

公
衆

災
害

が
発

生
し

た
が

、
ﾋ
ｭ
ｰ
ﾏ
ﾝ
ｴ
ﾗ
ｰ
等

軽
微

な
た

め
、

口
頭

注
意

以
上

の
処

分
が

な
か

っ
た

場
合

　
　

（
不

問
で

処
分

し
た

案
件

。
も

ら
い

事
故

や
交

通
事

故
は

含
ま

な
い

。
）

９
．

該
当

項
目

（
１

～
７

）
な

し

●
２

回
目

の
措

置
あ

り
（

下
記

の
該

当
項

目
を

１
つ

だ
け

選
択

す
る

こ
と

、
複

数
選

択
し

な
い

。
１

回
目

を
必

ず
選

択
し

て
お

く
こ

と
。

）

１
．

指
名

停
止

３
ヶ

月
以

上

３
．

指
名

停
止

１
ヶ

月
以

上
２

ヶ
月

未
満

４
．

指
名

停
止

２
週

間
以

上
１

ヶ
月

未
満

５
．

文
書

注
意

相
当

６
．

口
頭

注
意

相
当

８
.
総

合
評

価
落

札
方

式
の

工
事

に
お

い
て

評
価

項
目

に
お

け
る

基
準

を
達

成
し

な
か

っ
た

場
合

5

５
．

文
書

注
意

相
当

3

６
．

口
頭

注
意

相
当

７
．

不
問



総
括

監
督

員
　

1
2
/
1
2

①
　

本
評

価
項

目
（

8
.
法

令
遵

守
等

）
で

評
価

す
る

事
例

は
、

「
工

事
の

施
工

に
あ

た
り

、
工

事
関

係
者

が
下

記
の

適
応

事
例

で
上

表
の

措
置

が
あ

っ
た

」
場

合
に

適
用

す
る

。
②

 
 
「

工
事

の
施

工
に

あ
た

り
」

と
は

、
請

負
契

約
書

の
記

載
内

容
（

工
事

名
、

工
期

、
施

工
場

所
等

）
を

履
行

す
る

こ
と

に
限

定
す

る
。

③
　

「
工

事
関

係
者

」
と

は
、

②
を

履
行

す
る

工
事

現
場

に
従

事
す

る
現

場
代

理
人

、
監

理
技

術
者

、
主

任
技

術
者

、
品

質
証

明
員

、
請

負
会

社
の

現
場

従
事

職
員

及
び

②
を

履
行

す
る

た
め

に
 
 
 
 
 
下

請
契

約
し

、
そ

の
履

行
を

す
る

た
め

に
従

事
す

る
者

に
限

定
す

る
。

【
上

記
で

評
価

す
る

場
合

の
適

応
事

例
】

１
．

入
札

前
に

提
出

し
た

調
査

資
料

等
が

虚
為

で
あ

っ
た

事
実

が
判

明
し

た
。

２
．

承
諾

な
し

に
権

利
義

務
等

第
三

者
譲

渡
又

は
承

継
を

行
っ

た
。

３
．

宿
舎

環
境

等
の

使
用

人
等

に
関

す
る

労
働

条
件

に
問

題
が

あ
り

、
送

検
等

さ
れ

た
。

４
．

産
業

廃
棄

物
処

理
法

に
違

反
す

る
不

法
投

棄
、

砂
利

採
取

法
に

違
反

す
る

無
許

可
採

取
等

、
関

係
法

令
に

違
反

す
る

事
実

が
判

明
し

た
。

５
．

当
該

工
事

関
係

者
が

贈
収

賄
等

に
よ

り
逮

捕
ま

た
は

公
訴

さ
れ

た
。

６
．

建
設

業
法

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
た

。
E
X
）

一
括

下
請

け
、

技
術

者
の

専
任

違
反

等
７

．
入

国
管

理
法

に
違

反
す

る
外

国
人

の
不

法
就

労
者

が
判

明
し

、
送

検
等

さ
れ

た
。

８
．

使
用

人
等

の
就

労
に

関
す

る
労

働
基

準
法

に
違

反
す

る
事

実
が

判
明

し
、

送
検

等
さ

れ
た

。
９

．
監

督
ま

た
は

検
査

の
実

施
に

あ
た

り
、

職
務

の
執

行
を

妨
げ

た
。

あ
る

い
は

不
当

な
政

治
力

等
の

圧
力

を
か

け
、

妨
害

し
た

。
１

０
．

下
請

代
金

遅
延

防
止

法
第

４
条

に
規

定
す

る
下

請
代

金
の

支
払

い
を

期
日

以
内

に
行

っ
て

い
な

い
。

あ
る

い
は

不
当

に
下

請
代

金
の

額
を

減
じ

て
い

る
。

あ
る

い
は

そ
れ

に
類

す
る

行
為

が
あ

る
１

１
．

過
積

載
等

の
道

路
交

通
法

違
反

に
よ

り
、

逮
捕

ま
た

は
送

検
等

さ
れ

た
。

１
２

．
受

注
企

業
の

社
員

に
「

指
定

暴
力

団
」

あ
る

い
は

「
指

定
暴

力
団

の
傘

下
組

織
（

団
体

）
」

に
所

属
す

る
構

成
員

、
準

構
成

員
、

企
業

舎
弟

等
、

暴
力

団
関

係
者

が
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
１

３
．

下
請

け
に

暴
力

団
関

係
企

業
が

入
っ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

。
あ

る
い

は
暴

力
団

対
策

法
第

９
条

に
記

さ
れ

て
い

る
、

砂
利

、
砂

、
防

音
シ

ー
ト

、
軍

手
等

の
物

品
の

納
入

、
土

木
作

業
員

や
　

　
　

ガ
ー

ド
マ

ン
の

受
け

入
れ

、
土

木
作

業
員

用
の

自
動

販
売

機
の

設
置

等
を

行
っ

て
い

る
事

実
が

判
明

し
た

。
１

４
．

安
全

管
理

の
措

置
が

不
適

切
で

あ
っ

た
た

め
に

、
死

傷
者

を
生

じ
さ

せ
た

工
事

関
係

者
事

故
、

ま
た

は
重

大
な

損
害

を
与

え
た

公
衆

災
害

を
起

こ
し

た
。

１
５

．
施

工
体

制
台

帳
、

施
工

体
系

図
が

不
備

で
、

監
督

職
員

か
ら

文
書

等
に

よ
る

改
善

指
示

を
行

っ
た

が
、

こ
れ

に
従

わ
な

か
っ

た
。

１
６

．
そ

の
他

理
由

：



1.施工体制Ⅰ 施工体制一般評　定
対象項目123456789

該当項目%

(9.)

Ⅱ 配置技術者評　定

　(現場代理人等)対象項目1234567891011121312

該当項目%

(13.)

2.施工状況Ⅰ 施工管理評　定
対象項目1234567891011121314151617181234

該当項目

%

(18.)

Ⅱ 工程管理評　定
対象項目12345678910

該当項目%

(10.)

Ⅲ 安全対策評　定
対象項目123456789101112131415

該当項目%

(15.)

Ⅳ 対外関係評　定
対象項目1234567

該当項目%

(7.)

4.高度技術

2

5

9

その他の理由15

23

26

27

28

 評点

(+7点～0点)

5.創意工夫

【軽微なもの】1

2

3理由

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17理由

18

19

20

21

22

23

24

25

26理由

27

28

29

30

31

該当キーワードチェック施工性　その他（項目記載） 作業環境 品　質安全性

キーワード評価

　　　 　

　

　

　　　

　

　

　

工事成績採点の考査項目別チェック表［土木,建築］（監督員）
（専任監督員）

　

　

　

　

　

　

　

　 　

　

　

　

　

　

　

　



32

33

34

35理由

36

37

38

39

40

41理由

42理由

43理由

44理由

45理由

46理由

 評点

(+7点～0点)

2.施工状況Ⅱ 工程管理評　定
123456

該当項目%

(6.)

Ⅲ 安全管理評　定
1234567

該当項目

(7.)

Ⅰ 出来形評　定
対象項目12345678

該当項目%

(10.)

評　定
対象項目12345678910

該当項目%

(10.)

対象工事

Ⅱ 品質評　定
対象項目1234567891011

該当項目%

Ⅱ 品質評　定
対象項目12345

該当項目%

Ⅱ 品質評　定
対象項目1234567

該当項目%

(7.)

Ⅱ 品質評　定
対象項目1234567

該当項目%

(7.)

6.社会性等評　定
1234567

該当項目

(7.)

9措置内容1回目の措置２回目の措置３回以上等の措置

V　項目該当なし123456781234567

　該当あり　（点）

１回目の適応事例番号 ２回目の適応事例番号

)

［記入方法］該当項目の□に∨を記入する。評定欄ａ～ｅに○をつける。

（総括監督員）

8.法令遵守
等

Ⅰ 地域への貢献度

暖冷房衛生設備工
事

管理番号

建築工事
（新築）

3.出来形
　　及び
　出来ばえ

建築工事
（改修）

（土木、建築工事
　共通）

Ⅱ　品質
　土木（農林等含
む）

電気設備工事
（建築）



検
査

員
1
 
1
/
2
5

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
工

事
請

負
契

約
書

約
款

ま
た

は
契

約
書

１
９

条
第

１
項

第
１

号
か

ら
５

号
に

係
わ

る
設

計
図

書
の

照
査

を
行

い
、

監
督

職
員

の
確

認
を

受
け

て
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

必
須

2
.
施

工
計

画
書

と
現

場
施

工
方

法
が

一
致

し
て

い
る

。

必
須

3
.
工

事
材

料
の

資
料

の
整

理
及

び
確

認
が

な
さ

れ
、

管
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

4
.
品

質
確

保
の

た
め

の
対

策
な

ど
施

工
に

関
す

る
独

自
の

工
夫

が
み

ら
れ

る
。

選
択

5
.
見

本
ま

た
は

工
事

記
録

写
真

等
の

整
理

に
工

夫
が

み
ら

れ
る

。

必
須

6
.
段

階
確

認
、

立
会

の
申

請
が

適
切

な
時

期
に

行
わ

れ
て

い
る

。

必
須

7
.
工

事
記

録
の

整
備

が
適

時
、

的
確

に
な

さ
れ

て
い

る
。

選
択

8
.
リ

サ
イ

ク
ル

へ
の

取
り

組
み

が
適

切
に

な
さ

れ
て

い
る

。

選
択

9
.
建

退
共

の
証

紙
が

適
切

に
配

布
さ

れ
管

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

1
0
.
作

業
分

担
と

責
任

の
範

囲
が

書
面

で
確

認
で

き
る

。

選
択

1
1
.
計

画
内

容
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

は
、

そ
の

都
度

当
該

工
事

着
手

前
に

変
更

計
画

書
を

提
出

し
て

い
る

。

選
択

1
2
.
施

工
体

制
台

帳
、

施
工

体
系

図
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
3
.
施

工
計

画
書

と
現

場
の

施
工

体
制

が
一

致
し

て
い

る
。

選
択

1
4
.
品

質
証

明
体

制
が

確
立

さ
れ

、
有

効
に

機
能

し
て

い
る

。

必
須

1
5
.
施

工
計

画
書

が
工

事
着

手
前

に
提

出
さ

れ
、

所
定

の
項

目
が

記
載

さ
れ

て
い

る
と

と
も

に
、

設
計

図
書

の
内

容
及

び
現

場
条

件
を

反
映

し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。

必
須

1
6
.
工

事
の

関
係

書
類

及
び

資
料

整
理

が
よ

い
。

選
択

1
7
.
社

内
の

管
理

基
準

等
が

作
成

さ
れ

管
理

し
て

い
る

。

選
択

1
8
.
そ

の
他　

理
由

：

　
該

当
項

目
が

９
０

％
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ａ

　
該

当
項

目
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ
評

価
値

％

1
.
設

計
図

書
と

適
合

し
な

い
箇

所
が

あ
り

、
文

書
に

よ
り

修
補

指
示

を
行

っ
た

。

2
.
契

約
図

書
に

基
づ

く
施

工
上

の
義

務
に

つ
き

、
検

査
員

か
ら

文
書

に
よ

り
指

示
を

行
っ

た
。

　
上

記
１

項
目

該
当

事
項

あ
れ

ば
・

・
・

・
ｄ

　
２

項
目

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

・
・

・
・

・
ｅ

検
査

員
（

土
木

）

２
．

施
工

状
況

Ⅰ
．

施
工

管
理

①
当
該
「
評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数



検
査

員
1
 
2
/
2
5

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
出

来
形

管
理

図
ま

た
は

出
来

形
管

理
表

が
適

切
に

ま
と

め
ら

れ
て

お
り

、
確

認
で

き
る

。

選
択

2
.
出

来
形

測
定

に
お

い
て

、
不

可
視

部
分

の
出

来
形

が
写

真
で

的
確

に
確

認
で

き
る

。

選
択

3
.
自

社
の

管
理

基
準

を
設

定
し

、
適

切
に

管
理

さ
れ

品
質

向
上

に
役

立
っ

て
い

る
。

選
択

4
.
写

真
管

理
基

準
が

定
め

ら
れ

て
い

な
い

工
種

に
つ

い
て

、
監

督
員

と
協

議
の

上
で

管
理

し
て

い
る

。

選
択

5
.
出

来
形

の
形

状
、

寸
法

が
設

計
値

（
設

計
図

書
）

を
満

足
し

、
バ

ラ
ツ

キ
が

少
な

い
。

選
択

6
.
出

来
形

の
性

能
、

機
能

が
設

計
値

（
設

計
図

書
）

を
満

足
し

、
バ

ラ
ツ

キ
が

少
な

い
。

選
択

7
.
出

来
形

管
理

基
準

が
定

め
ら

れ
て

い
な

い
工

種
に

つ
い

て
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
管

理
し

て
い

る
。

（
追

加
）

選
択

8
.
そ

の
他

理
由

：

　
該

当
項

目
が

９
０

％
以

上
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ａ
　

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
評

価
値

％

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

　
上

記
該

当
あ

れ
ば

・
・

・
ｄ

契
約

約
款

第
1
８

条
第

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

　
上

記
該

当
あ

れ
ば

・
・

・
ｅ

Ⅰ
．

出
来

形

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

①
出
来
形
と

は
、
設

計
図
書
に

示
さ
れ
た

工
事
目

的
物
の
形

状
寸
法
で

あ
る
。

②
出
来
形
管

理
と
は

、
「
土
木

工
事
施
工

管
理
基

準
」
の
測

定
項
目
、

測
定

基
準

及
び
規

格
値
に

基
づ
く
形

状
寸

法
を

確
保
す

る
管
理
体

系
で

あ
る

。

①
当
該
「
評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る

場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

リ
セ

ッ
ト



検
査

員
1
 
3
/
2
5

最
大

３
工

種
に

て
評

価
（

選
択

し
た

工
事

を
下

表
の

チ
ェ

ッ
ク

欄
に

も
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
。

）

選
択

し
た

考
査

項
目

運
用

表
　

評
価

項
目

の
う

ち
チ

ェ
ッ

ク
を

し
た

数
0

工
種

名
　

評
価

の
対

象
項

目
と

し
た

数
0

　
比

率
0

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
ｃ

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
が

あ
る

場
合

、
進

行
性

又
は

有
害

な
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
が

な
く

、
発

生
し

た
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
に

対
し

て
は

有
識

者
等

の
意

見
に

基
づ

く
処

置
を

行
っ

て
い

る
。

総
合

判
定

ま
た

は
、

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
張

等
に

ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
が

あ
る

場
合

、
進

行
性

又
は

有
害

な
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
は

な
く

、
発

生
し

た
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
に

は
適

切
な

処
置

を
行

っ
て

い
る

。

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
1
８

条
第

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅰ
．

最
大

３
工

種
に

て
評

価
総

合
判

定
②

次
へ

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

項
目

の
う

ち
チ

ェ
ッ

ク
を

し
た

数
0

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

の
対

象
項

目
と

し
た

数
0

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

比
率

0
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事

切
土

工
事

土
工

事
(
盛

土
,
築

堤
)

Ⅲ
．

出
来

ば
え

 
●

土
木

、
建

築
工

事
共

通

　
　

評
価

判
定

　
●

１
工

事
か

複
数

工
事

か
。

工
種

を
選

択
し

て
く

だ
さ

い
。Ⅱ
．

品
質

 
●

土
木

、
建

築
工

事
共

通

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え



検
査

員
1
 
4
/
2
5

●
考

査
項

目
運

用
表

を
下

記
か

ら
必

ず
選

択
し

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

。
（

チ
ェ

ッ
ク

し
な

い
と

工
事

成
績

採
点

表
に

反
映

さ
れ

な
い

。
）

選
択

後
に

工
種

選
択

画
面

へ

土
工

事
(
盛

土
,
築

堤
)

共
同

溝
シ

ー
ル

ド
工

事
　

　
　

③
工

種
選

択
画

面
へ

切
土

工
事

下
水

道
工

事

護
岸

・
根

固
・

水
制

工
事

管
水

路
工

事

地
滑

り
防

止
工

事
(
集

水
井

戸
含

）
電

線
共

同
溝

工
事

（
管

路
布

設
段

階
）

基
礎

工
工

事
（

地
盤

改
良

含
）

仮
設

工
工

事

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
工

事
（

Ｐ
Ｃ

,
Ｒ

Ｃ
）

フ
ィ

ル
ダ

ム
・

た
め

池
工

事

防
護

柵
工

事
(
網

)
柵

工
、

筋
工

、
伏

工
工

事

通
信

設
備

受
変

電
設

備
そ

の
他

類
似

工
事

土
工

事
（

区
画

整
理

、
農

地
造

成
）

建
築

工
事

（
新

築
）

電
気

通
信

設
備

（
農

林
事

業
）

建
築

工
事

（
改

修
）

施
設

機
械

設
備

（
用

排
水

ポ
ン

プ
・

構
成

付
属

設
備

）

電
気

設
備

工
事

（
建

築
）

施
設

機
械

設
備

（
除

塵
設

備
・

構
成

付
属

設
備

）

暖
冷

房
衛

生
設

備
工

事
水

管
橋

二
次

製
品

構
造

物
林

道
土

工
工

事

補
強

土
壁

工
事

木
材

木
製

品
工

事

取
壊

し
工

事
ほ

場
整

備
工

（
整

地
工

等
、

暗
渠

排
水

工
）

上
水

道
工

事

そ
の

他
の

工
事

合
併

工
事

砂
防

構
造

物
工

事

ト
ン

ネ
ル

工
事

舗
装

工
事

維
持

修
繕

工
事

標
 
 
識

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事

建
築

工
事

（
土

木
関

連
）

植
栽

工
事

電
気

設
備

照
明

設
備

そ
の

他
類

似
工

事

塗
装

工
事

区
画

線
等

設
置

工
事

海
岸

工
事

法
面

工
事

鋼
橋

工
事

機
械

設
備

工
事

（
土

木
）



検
査

員
1
 
5
/
2
5

Ⅱ
．

品
質

　
及

び
　

Ⅲ
．

出
来

ば
え

※
該
当
工
事
を

選
択

す
る

。
工

 
種

 
選

 
択

 
画

 
面

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

植
栽
工
事

切
土
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
工
事

標
識

林
道
土
工
工
事

区
画
線
等
設
置

工
事

地
滑
り
防
止
工
事

（
集
水
井
戸
含
）

塗
装
工
事

暖
冷
房
衛
生
設
備

工
事

護
岸
・
根
固
・水
制

工
事

仮
設
工
工
事

法
面
工
事

舗
装
工
事

鋼
橋
工
事

基
礎
工
工
事

（
地
盤
改
良
含
）

機
械
設
備
工
事

（
土
木
）

維
持
修
繕
工
事

電
気
設
備
照
明
設
備

そ
の
他
類
似
工
事

砂
防
構
造
物
工
事

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

工
事
（
P
C
、
R
C
）

防
護
柵
工
事
（網
）

通
信
設
備
受
変
電
設

備
そ
の
他
類
似
工
事

海
岸
工
事

ト
ン
ネ
ル
工
事

二
次
製
品
構
造
物

補
強
土
壁
工
事

取
壊
し
工
事

共
同
溝
シ
ー
ル
ド

工
事

フ
ィ
ル
ダ
ム
・
た
め

池
工
事

柵
工
、
筋
工
、
伏
工

工
事

土
工
事
（
区
画
整
理
、

農
地
造
成
）

電
気
通
信
設
備

（
農
林
事
業
）

木
材
木
製
品
工
事

ほ
場
整
備
工
事
（
整
地

工
等
、
暗
渠
排
水
工
）

上
水
道
工
事

水
管
橋

建
築
工
事

（
土
木
関
連
）

土
工
事

（
盛
土
、
築
堤
）

建
築
工
事
（
新
築
）

下
水
道
工
事

施
設
機
械
設
備
（
用
排
水
ポ

ン
プ
・
構
成
付
属
設
備
）

施
設
機
械
設
備
（
除
塵
設

備
・
構
成
付
属
設
備
）

電
気
設
備
工
事

（
建
築
）

建
築
工
事
（
改
修
）

管
水
路
工
事

電
線
共
同
溝
工
事

（
管
路
布
設
段
階
）

そ
の
他
の

工
事
合
併

工
事



検
査

員
1
 
6
/
2
5

Ⅱ
．

品
質

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

必
須

2
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

必
須

3
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
必

須

必
須

5
.
型

枠
､
支

保
工

の
取

り
外

し
時

の
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
強

度
を

適
正

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。

選
択

6
.
鉄

筋
の

規
格

が
ﾐ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾄ
で

確
認

で
き

る
。

選
択

7
.
鉄

筋
の

引
っ

張
り

強
度

・
曲

げ
強

度
が

試
験

値
で

確
認

で
き

る
。

選
択

8
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
ま

で
の

鉄
筋

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

9
.
鉄

筋
の

組
立

・
加

工
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
0
.
圧

接
作

業
に

あ
た

り
、

作
業

員
の

技
量

確
認

を
行

っ
て

い
る

。

選
択

1
1
.
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｻ
ｰ
の

材
質

が
適

正
で

、
品

質
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
2
.
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｻ
ｰ
を

適
切

に
配

置
し

､
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

確
保

し
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
.
出

来
栄

え
　

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
良

い
。

必
須

2
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
評

価
値

必
須

5
.
漏

水
が

な
い

。
0

％

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

1
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

4
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
､
締

固
時

の
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

リ
セ
ッ
ト



検
査

員
1
 
7
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

法
面

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
 
共

 
通

 
】

必
須

1
.
施

工
基

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

【
種

子
吹

付
工

、
客

土
吹

付
工

、
厚

層
基

材
吹

付
工

関
係

】

選
択

2
.
土

壌
試

験
を

実
施

し
、

施
工

に
反

映
し

て
い

る
。

必
須

3
.
ﾈ
ｯ
ﾄ
等

の
重

ね
幅

が
１

０
ｃ

ｍ
以

上
確

保
さ

れ
て

い
る

。

必
須

4
.
吹

付
け

厚
さ

が
均

等
で

あ
る

。

選
択

5
.
吹

付
け

厚
さ

に
よ

っ
て

、
必

要
な

場
合

２
層

以
上

に
分

け
て

行
っ

て
い

る
の

が
確

認
で

き
る

。

【
コ

ン
ク

リ
ー

ト
又

は
モ

ル
タ

ル
吹

付
工

関
係

】
必

須
6
.
金

網
等

の
重

ね
幅

が
１

０
ｃ

ｍ
以

上
確

保
さ

れ
て

い
る

。

必
須

7
.
吹

付
け

厚
さ

が
均

等
で

あ
る

。

必
須

8
.
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

9
.
跳

ね
返

り
材

料
が

適
切

に
処

理
さ

れ
て

い
る

。
【

現
場

打
法

枠
工

関
係

】

選
択

1
0
.
ア

ン
カ

ー
の

施
工

長
さ

が
確

認
で

き
る

。

必
須

1
1
.
現

場
養

生
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

1
2
.
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

1
3
.
枠

内
に

空
隙

が
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

1
4
.
層

間
に

は
く

離
が

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

1
5
.
跳

ね
返

り
材

料
が

適
切

に
処

理
さ

れ
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
該

当
項

目
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
0

％
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
8
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
法

面
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
通

り
が

良
い

。

必
須

2
.
植

生
、

吹
付

等
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。

必
須

3
.
端

部
処

理
が

良
い

。

必
須

4
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
該

当
項

目
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
0

％
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
1
 
9
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

鋼
橋

工
事

（
R
C
床

版
工

事
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

準
じ

る
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
評

価
製

作
関

係
】

選
択

1
.
鋼

材
の

員
数

照
合

が
ミ

ル
シ

ー
ト

等
（

現
物

照
合

を
含

む
）

で
確

認
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
溶

接
作

業
に

あ
た

り
、

作
業

員
の

技
量

確
認

を
行

っ
て

い
る

。

必
須

3
.
塗

装
す

る
面

が
乾

燥
状

態
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（

重
ね

塗
り

の
場

合
も

含
む

）

選
択

4
.
素

地
調

整
の

場
合

、
第

１
種

ケ
レ

ン
後

４
時

間
以

内
に

金
属

前
処

理
塗

装
を

実
施

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

5
.
塗

料
の

空
缶

管
理

が
、

写
真

等
で

確
実

に
空

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
架

設
関

係
】

必
須

6
.
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

適
切

に
記

録
が

保
管

さ
れ

て
い

る
。

必
須

7
.
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
の

締
付

機
、

測
定

機
器

の
ｷ
ｬ
ﾘ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

実
施

し
て

い
る

。

選
択

8
.
支

承
の

据
付

で
、

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
面

の
ﾁ
ｯ
ﾋ
ﾟ
ﾝ
ｸ
ﾞ
及

び
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
付

着
が

確
認

で
き

、
仕

上
げ

面
に

水
切

勾
配

が
つ

い
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
鋼

橋
工

事
（

R
C
床

版
工

事
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

準
じ

る
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
表

面
に

補
修

箇
所

が
な

い
。

必
須

2
.
部

材
表

面
に

傷
、

錆
が

な
い

。

必
須

3
.
溶

接
に

均
一

性
が

あ
る

。

必
須

4
.
塗

装
に

均
一

性
が

あ
る

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
該

当
項

目
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
0

％

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
0
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

舗
装

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
路

床
・

路
盤

工
関

係
】

選
択

1
.
施

工
に

先
立

ち
、

Ｃ
Ｂ

Ｒ
値

を
測

定
し

、
適

正
な

舗
装

設
計

の
基

礎
資

料
収

集
を

行
っ

て
い

る
。

必
須

2
.
路

床
・

路
盤

工
に

お
い

て
適

切
な

締
固

め
や

ﾌ
ﾟ
ﾙ
ﾌ
ﾛ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

行
い

、
密

度
等

必
要

な
試

験
を

行
っ

て
い

る
。

【
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ
舗

装
工

関
係

】

選
択

3
.設
計
図
書
に
基
づ
く
混
合
物
の
配
合
設
計
及
び
試
験
練
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
適
切
な
混
合
物
の
規
格
が
確
認
で
き
る
。

（
ｱ
ｽ
ﾌ
ｧ
ﾙ
ﾄ混
合
物
の
事
前
審
査
制
度
の
適
用
工
事
は
除
く
）

必
須

4
.
混

合
物

の
温

度
管

理
が

、
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
出

荷
時

・
現

場
到

着
時

・
舗

設
時

等
で

整
理

・
記

録
さ

れ
て

お
り

、
密

度
等

必
要

な
試

験
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

5
.
舗

設
前

に
路

盤
面

の
浮

石
等

を
除

去
し

て
お

り
、

舗
設

後
は

直
ち

に
供

用
す

る
必

要
の

あ
る

現
場

で
、

交
通

開
放

を
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

選
択

6
.
舗

装
の

各
層

の
継

ぎ
目

が
仕

様
書

に
定

め
ら

れ
た

数
値

以
上

ず
ら

し
て

い
る

。

選
択

7
.
目

地
の

処
理

が
仕

様
書

に
定

め
ら

れ
た

通
り

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

8
.
気

象
条

件
に

適
し

た
混

合
物

の
運

搬
方

法
、

舗
設

作
業

（
締

め
固

め
等

）
の

配
慮

が
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

9
.
区

画
線

、
標

識
、

防
護

柵
等

交
通

安
全

施
設

の
施

工
管

理
資

料
が

整
備

さ
れ

て
お

り
、

品
質

が
確

認
で

き
る

。

【
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
舗

装
工

関
係

】

必
須

1
0
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・

 
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

必
須

1
1
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

必
須

1
2
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

1
3
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
方

法
、

養
生

方
法

等
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

必
須

1
4
.
ﾁ
ｪ
ｱ
ｰ
、

ﾀ
ｲ
ﾊ
ﾞ
ｰ
等

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

次
へ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

リ
セ
ッ
ト



検
査

員
1
 
1
1
/
2
5

Ⅱ
．

出
来

ば
え

舗
装

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
舗

装
の

平
坦

性
が

良
い

。

必
須

2
.
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
端

部
処

理
が

良
い

。

必
須

4
.
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

等
が

良
い

。

必
須

5
.
雨

水
処

理
が

良
い

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
2
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

維
持

修
繕

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

1
.
理

　
由

2
.
理

　
由

3
.
理

　
由

4
.
理

　
由

品
質

管
理

項
目

が
な

い
工

事
。

（
c
評

価
）

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

評
価

値
該

当
項

目
が

８
０

％
以

上
９

０
％

未
満

・
・

・
・

ｂ
0

％
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

維
持

修
繕

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
小

構
造

物
等

に
も

細
心

の
注

意
が

払
わ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

3
.
既

設
構

造
物

と
の

す
り

つ
け

が
良

い
。

必
須

4
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
3
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

機
械

設
備

工
事

（
土

木
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
品

質
や

性
能

確
保

の
た

め
の

製
作

着
手

前
の

技
術

検
討

が
充

分
実

施
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
る

。

選
択

2
.
材

料
の

品
質

照
合

が
ミ

ル
シ

ー
ト

等
（

現
物

照
合

を
含

む
）

で
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

必
須

3
.
部

品
の

品
質

、
性

能
が

証
明

書
等

で
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

必
須

4
.
機

器
の

品
質

、
機

能
、

性
能

が
成

績
書

等
で

確
認

で
き

、
満

足
し

て
い

る
。

選
択

5
.
溶

接
管

理
が

設
計

書
の

と
お

り
実

施
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
、

欠
陥

が
な

く
満

足
し

て
い

る
。

選
択

6
.
塗

装
管

理
が

設
計

書
の

と
お

り
実

施
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
、

欠
陥

が
な

く
満

足
し

て
い

る
。

必
須

7
.
製

品
の

機
能

、
性

能
管

理
が

設
計

図
書

の
と

お
り

実
施

さ
れ

、
内

容
が

確
認

で
き

、
欠

陥
が

な
く

満
足

し
て

い
る

。

選
択

8
.
操

作
制

御
関

係
が

、
所

定
の

機
能

を
有

し
て

い
る

と
と

も
に

、
必

要
な

安
全

装
置

、
保

護
装

置
の

機
能

が
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

選
択

9
.
設

備
の

総
合

性
能

が
設

計
図

書
の

と
お

り
確

保
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

機
械

設
備

工
事

（
土

木
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

上
り

状
態

が
良

く
、

全
体

的
な

美
観

に
優

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
主

設
備

、
関

連
設

備
、

操
作

制
御

設
備

が
全

体
的

に
統

制
さ

れ
て

お
り

、
運

転
操

作
性

が
優

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
異

常
な

振
動

、
騒

音
が

な
く

、
動

き
も

ス
ム

ー
ズ

で
、

総
合

的
な

機
能

、
運

転
性

能
が

優
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
公

共
物

と
し

て
の

安
全

、
環

境
、

維
持

管
理

へ
の

配
慮

が
良

い
。

必
須

5
.
溶

接
、

塗
装

、
組

立
等

細
部

に
渡

る
配

慮
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
1
 
1
4
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

電
気

設
備

工
事

・
照

明
設

備
工

事
・

そ
の

他
類

似
工

事
（

土
木

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
品

質
や

性
能

確
保

の
た

め
の

製
作

着
手

前
の

技
術

検
討

が
充

分
実

施
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
る

。

選
択

2
.
材

料
の

品
質

照
合

が
ミ

ル
シ

ー
ト

等
（

現
物

照
合

を
含

む
）

で
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

必
須

3
.
部

品
の

品
質

、
性

能
が

証
明

書
等

で
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

必
須

4
.
機

器
の

品
質

、
機

能
、

性
能

が
成

績
書

等
で

確
認

で
き

、
満

足
し

て
い

る
。

選
択

5
.
溶

接
管

理
が

設
計

書
の

と
お

り
実

施
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
、

欠
陥

が
な

く
満

足
し

て
い

る
。

選
択

6
.
塗

装
管

理
が

設
計

書
の

と
お

り
実

施
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
、

欠
陥

が
な

く
満

足
し

て
い

る
。

必
須

7
.
製

品
の

機
能

、
性

能
管

理
が

設
計

図
書

の
と

お
り

実
施

さ
れ

、
内

容
が

確
認

で
き

、
欠

陥
が

な
く

満
足

し
て

い
る

。

選
択

8
.
操

作
制

御
関

係
が

、
所

定
の

機
能

を
有

し
て

い
る

と
と

も
に

、
必

要
な

安
全

装
置

、
保

護
装

置
の

機
能

が
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

選
択

9
.
設

備
の

総
合

性
能

が
設

計
図

書
の

と
お

り
確

保
さ

れ
、

内
容

が
確

認
で

き
、

満
足

し
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

次
へ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

電
気

設
備

工
事

・
照

明
設

備
工

事
・

そ
の

他
類

似
工

事
（

土
木

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
構

造
物

等
に

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
公

共
物

と
し

て
の

安
全

、
環

境
、

維
持

管
理

等
へ

の
配

慮
が

良
い

。

必
須

3
.
構

造
物

と
の

す
り

つ
け

が
良

い
。

必
須

4
.
製

作
上

の
補

修
痕

跡
が

な
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
取

扱
い

が
し

や
す

い
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
5
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

建
築

工
事

（
土

木
関

連
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
材

料
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

、
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
部

品
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

、
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

選
択

3
.
機

器
等

(
設

備
等

)
の

機
能

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

、
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

選
択

4
.
室

内
の

塵
芥

処
理

等
が

適
切

に
行

わ
れ

､
納

ま
り

の
事

前
検

討
も

十
分

実
施

さ
れ

、
良

質
な

施
工

が
伺

え
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

建
築

工
事

（
土

木
関

連
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
建

築
物

の
通

り
、

形
状

が
良

い
。

必
須

2
.
仕

上
げ

の
均

一
性

、
平

坦
性

が
良

い
。

必
須

3
.
機

能
面

で
の

配
慮

が
適

切
で

あ
る

。

選
択

4
.
防

水
の

納
ま

り
が

良
好

で
あ

る
。

選
択

5
.
建

具
の

取
り

付
け

、
作

動
が

良
い

。

選
択

6
.
関

連
工

事
と

の
取

り
合

い
が

良
い

。

必
須

7
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
6
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

植
栽

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
土

壌
硬

度
試

験
及

び
土

壌
試

験
(
P
H
)
を

実
施

し
施

工
に

反
映

し
て

い
る

。

選
択

2
.
活

着
管

理
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

3
.
樹

木
等

に
損

傷
､
は

ち
く

ず
れ

等
が

な
く

保
護

養
生

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。

必
須

4
.
樹

木
等

の
生

育
に

害
の

あ
る

も
の

は
除

去
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
余

剰
枝

の
剪

定
､
整

形
そ

の
他

必
要

な
手

入
れ

が
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

6
.
肥

料
が

直
接

樹
木

の
根

に
ふ

れ
な

い
よ

う
均

一
に

施
肥

さ
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

植
栽

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
樹

木
の

活
着

状
況

が
良

い
。

選
択

2
.
支

柱
の

取
り

付
け

が
き

め
細

か
く

施
工

さ
れ

て
い

る
。

選
択

3
.
支

柱
の

取
り

付
け

が
堅

固
で

あ
る

。

必
須

4
.
植

栽
帯

の
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
7
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

標
　

識

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
防

護
柵

設
置

要
綱

､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
等

の
規

定
に

従
い

適
切

に
施

工
し

、
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
。

選
択

2
.
ﾍ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
式

(
常

温
式

)
区

画
線

に
使

用
す

る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の

使
用

量
が

1
0
%
程

度
以

下
で

あ
る

。

選
択

3
.
塗

料
の

空
缶

管
理

が
、

写
真

等
で

確
実

に
空

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

標
　

識

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
設

置
位

置
に

配
慮

が
あ

る
。

必
須

2
.
標

識
の

向
き

、
角

度
、

支
柱

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
標

識
板

、
支

柱
に

変
色

が
な

い
。

必
須

4
.
支

柱
基

礎
の

埋
め

戻
し

等
が

入
念

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
全

体
的

な
取

り
扱

い
が

し
や

す
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
8
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

塗
装

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
塗

装
す

る
面

が
乾

燥
状

態
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
（

重
ね

塗
り

の
場

合
も

含
む

）

選
択

2
.
ケ

レ
ン

が
入

念
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

3
.
施

工
時

の
天

候
、

気
温

及
び

湿
度

等
の

条
件

が
整

理
・

記
録

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
塗

料
を

使
用

前
に

撹
拌

し
、

容
器

底
部

に
顔

料
沈

殿
が

し
て

い
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

5
.
塗

膜
に

有
害

な
付

着
物

が
な

い
。

必
須

6
.
塗

料
の

空
缶

管
理

が
、

写
真

等
で

確
実

に
確

認
で

き
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

塗
装

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
塗

装
の

均
一

性
が

良
い

。

必
須

2
.
細

部
ま

で
き

め
細

か
な

施
工

が
さ

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
補

修
箇

所
が

な
い

。

必
須

4
.
ケ

レ
ン

の
施

工
状

況
が

良
好

で
あ

る
。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
1
9
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

区
画

線
等

設
置

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
防

護
柵

設
置

要
綱

､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
等

の
規

定
に

従
い

適
切

に
施

工
し

、
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
。

選
択

2
.
ﾍ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
式

(
常

温
式

)
区

画
線

に
使

用
す

る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の

使
用

量
が

1
0
%
程

度
以

下
で

あ
る

。

必
須

3
.
塗

料
の

空
缶

管
理

が
、

写
真

等
で

確
実

に
空

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

区
画

線
等

設
置

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
塗

料
の

塗
布

が
均

一
で

あ
る

。

必
須

2
.
視

認
性

が
良

い
。

必
須

3
.
接

着
状

態
が

良
い

。

必
須

4
.
施

工
前

の
清

掃
が

入
念

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す

る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
1
 
2
0
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

砂
防

構
造

物
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
 
共

 
通

 
】

選
択

1
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・

塩
基

総
量

等
）

が
確

認
で

き
る

。

必
須

2
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

必
須

3
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
､
締

固
時

の
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

必
須

5
.
型

枠
、

支
保

工
の

取
り

外
し

時
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

を
適

正
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

6
.
地

山
と

の
取

り
合

わ
せ

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。

必
須

7
.
鉄

筋
ま

た
は

鋼
材

の
規

格
が

ﾐ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾄ
で

確
認

で
き

る
。

選
択

8
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
ま

で
の

鉄
筋

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

9
.
鉄

筋
の

組
立

・
加

工
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

1
0
.
施

工
基

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

選
択

1
1
.
ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
が

設
計

図
書

ど
お

り
施

工
し

て
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
2
.
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

適
切

に
記

録
が

保
管

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
3
.
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
の

締
付

機
、

測
定

機
器

の
ｷ
ｬ
ﾘ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

実
施

し
て

い
る

。

【
地

す
べ

り
対

策
工

事
（

抑
止

杭
・

集
水

井
戸

工
事

を
含

む
）

】

選
択

1
4
.
ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
が

設
計

図
書

ど
お

り
施

工
し

て
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
5
.
ﾗ
ｲ
ﾅ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾄ
の

組
み

立
て

に
あ

た
り

、
偏

心
と

歪
み

に
配

慮
し

、
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

1
6
.
ﾗ
ｲ
ﾅ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾄ
と

地
山

と
の

隙
間

が
少

な
く

な
る

よ
う

に
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

1
7
.
集

・
排

水
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
工

の
方

向
、

角
度

が
適

正
と

な
る

よ
う

に
施

工
上

の
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

次
へ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

【
砂

防
構

造
物

工
事

に
適

用
】

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
。



検
査

員
1
 
2
1
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
砂

防
構

造
物

工
事

選
択

1
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
良

い
。

選
択

2
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

5
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す

る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
。



検
査

員
1
 
2
2
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

　
　

海
岸

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
型

枠
、

支
保

工
の

取
り

外
し

に
関

し
て

適
切

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。

選
択

2
.
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
、

打
設

、
締

め
固

め
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

3
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

現
場

養
生

が
該

当
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

4
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

転
置

、
仮

置
に

際
し

、
強

度
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

5
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
の

仮
置

は
、

転
倒

、
崩

壊
等

の
恐

れ
が

な
い

。

選
択

6
.
捨

石
基

礎
の

均
し

面
が

平
坦

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
の

が
確

認
で

き
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

海
岸

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
良

い
。

選
択

2
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

5
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
2
3
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

　
　

　
ト

ン
ネ

ル
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・

 
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

必
須

2
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

必
須

3
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
等

行
っ

て
い

る
。

必
須

5
.
鉄

筋
の

規
格

が
ﾐ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾄ
で

確
認

で
き

る
。

選
択

6
.
鉄

網
の

保
管

管
理

が
適

正
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

7
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
ま

で
の

鉄
筋

等
の

保
管

管
理

が
適

正
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

8
.
日

々
計

測
管

理
を

行
っ

て
お

り
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
施

工
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

9
.
金

網
の

継
ぎ

目
を

1
5
c
m
(
一

目
)
以

上
重

ね
合

わ
せ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
0
.
吹

付
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
は

浮
石

等
を

除
い

た
後

に
､
1
5
c
m
以

下
の

厚
さ

で
地

山
と

密
着

す
る

よ
う

施
工

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
1
.
吹

付
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

打
継

ぎ
部

の
施

工
で

清
掃

及
び

湿
潤

状
態

が
確

認
で

き
る

。

選
択

1
2
.
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
挿

入
前

に
く

り
粉

除
去

の
清

掃
が

な
さ

れ
て

い
る

。

選
択

1
3
.
逆

巻
の

場
合

、
側

壁
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
と

ｱ
ｰ
ﾁ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

打
継

目
が

同
一

線
上

に
な

い
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
2
4
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

ト
ン

ネ
ル

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
良

い
。

必
須

2
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

5
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
1
 
2
5
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

土
工

事
（

盛
土

、
築

堤
等

工
事

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
雨

水
に

よ
る

崩
壊

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
、

排
水

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

選
択

2
.
段

切
り

等
が

施
工

前
に

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

3
.
置

換
え

の
た

め
の

掘
削

を
行

う
に

あ
た

り
､
掘

削
面

以
下

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

。

必
須

4
.
締

固
め

を
適

切
な

条
件

で
施

工
し

て
い

る
。

選
択

5
.
筋

芝
ま

た
は

種
子

吹
付

等
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

必
須

6
.
構

造
物

周
辺

の
締

め
固

め
等

の
処

理
が

適
正

に
行

っ
て

い
る

。

選
択

7
.
土

羽
土

の
土

質
が

適
正

で
あ

る
。

選
択

8
.
Ｃ

Ｂ
Ｒ

試
験

等
を

行
っ

て
い

る
。

必
須

9
.
法

面
に

有
害

な
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
や

損
傷

部
が

な
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

土
工

事
（

盛
土

、
築

堤
等

工
事

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

上
げ

が
良

い
。

必
須

2
.
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
端

部
処

理
が

良
い

。

必
須

4
.
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

等
が

良
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
1
/
2
5

Ⅱ
．

品
質

切
土

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
雨

水
に

よ
る

崩
壊

が
起

こ
ら

な
い

よ
う

に
、

排
水

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

選
択

2
.
段

切
り

等
が

施
工

前
に

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

3
.
置

換
え

の
た

め
の

掘
削

を
行

う
に

あ
た

り
､
掘

削
面

以
下

を
乱

さ
な

い
よ

う
に

施
工

し
て

い
る

。

必
須

4
.
締

固
め

を
適

切
な

条
件

で
施

工
し

て
い

る
。

選
択

5
.
筋

芝
ま

た
は

種
子

吹
付

等
を

適
切

に
行

っ
て

い
る

。

必
須

6
.
構

造
物

周
辺

の
締

め
固

め
等

の
処

理
が

適
正

に
行

っ
て

い
る

。

選
択

7
.
土

羽
土

の
土

質
が

適
正

で
あ

る
。

選
択

8
.
Ｃ

Ｂ
Ｒ

試
験

等
を

行
っ

て
い

る
。

必
須

9
.
法

面
に

有
害

な
ｸ
ﾗ
ｯ
ｸ
や

損
傷

部
が

な
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
.
出

来
栄

え
　

　
切

土
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
規

定
さ

れ
た

勾
配

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
法

面
の

浮
き

石
除

去
等

、
表

面
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。

選
択

3
.
法

面
勾

配
の

変
化

部
に

は
干

渉
部

等
を

設
け

、
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

選
択

4
.
施

工
面

の
木

根
等

が
確

実
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

選
択

5
.
施

工
面

に
は

滞
水

防
止

等
の

処
理

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。

必
須

6
.
関

係
構

造
物

等
と

の
取

り
合

い
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

7
.
残

土
等

は
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

　
上

記
該

当
あ

れ
ば

・
・

・
ｄ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

選
択

①
当

該
「
評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

①
出

来
形

と
は
、

設
計
図
書

に
示

さ
れ

た
工
事

目
的
物
の

形
状
寸
法
で

あ
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象

項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る

場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値

で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の

評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

リ
セ
ッ
ト



検
査

員
2
 
2
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

　
　

護
岸

・
根

固
・

水
制

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
施

工
基

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
裏

込
材

、
胴

込
め

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
充

て
ん

ま
た

は
締

固
め

が
充

分
で

、
空

隙
が

生
じ

て
い

な
い

。

選
択

3
.
緑

化
ブ

ロ
ッ

ク
、

石
積

（
張

）
、

法
枠

、
か

ご
マ

ッ
ト

等
で

、
材

料
の

か
み

合
わ

せ
又

は
連

結
が

適
切

で
、

裏
込

材
の

吸
い

出
し

の
恐

れ
が

な
い

。

選
択

4
.
護

岸
工

の
端

部
や

曲
線

部
の

処
理

・
強

度
・

水
密

性
が

適
切

で
あ

る
。

選
択

5
.
遮

水
シ

ー
ト

が
所

定
の

幅
で

重
ね

合
わ

せ
ら

れ
、

端
部

処
理

が
適

切
で

あ
る

。

選
択

6
.
植

生
工

で
、

植
生

の
種

類
、

品
質

、
配

合
、

施
工

後
の

養
生

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

7
.
根

固
工

、
水

制
工

、
沈

床
工

、
捨

石
工

等
で

、
材

料
の

連
結

ま
た

は
か

み
合

わ
せ

が
適

切
で

あ
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
護

岸
・

根
固

・
水

制
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
通

り
が

よ
い

。

必
須

2
.
材

料
の

か
み

合
わ

せ
が

よ
い

、
ま

た
は

ク
ラ

ッ
ク

が
な

い
。

必
須

3
.
天

端
、

端
部

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

必
須

4
.
既

設
構

造
物

と
の

す
り

つ
け

が
よ

い
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
3
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

地
滑

り
防

止
工

事
（

集
水

井
戸

工
事

を
含

む
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
 
共

 
通

 
】

選
択

1
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・

塩
基

総
量

等
）

が
確

認
で

き
る

。

選
択

2
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

選
択

3
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
､
締

固
時

の
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

選
択

5
.
型

枠
、

支
保

工
の

取
り

外
し

時
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

強
度

を
適

正
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

必
須

6
.
地

山
と

の
取

り
合

わ
せ

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。

選
択

7
.
鉄

筋
ま

た
は

鋼
材

の
規

格
が

ﾐ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾄ
で

確
認

で
き

る
。

選
択

8
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
ま

で
の

鉄
筋

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

9
.
鉄

筋
の

組
立

・
加

工
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
0
.
施

工
基

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

選
択

1
1
.
ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
が

設
計

図
書

ど
お

り
施

工
し

て
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
2
.
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
の

締
付

確
認

が
実

施
さ

れ
、

適
切

に
記

録
が

保
管

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
3
.
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
の

締
付

機
、

測
定

機
器

の
ｷ
ｬ
ﾘ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

実
施

し
て

い
る

。

【
地

す
べ

り
対

策
工

事
（

抑
止

杭
・

集
水

井
戸

工
事

を
含

む
）

】

選
択

1
4
.
ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
が

設
計

図
書

ど
お

り
施

工
し

て
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
5
.
ﾗ
ｲ
ﾅ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾄ
の

組
み

立
て

に
あ

た
り

、
偏

心
と

歪
み

に
配

慮
し

、
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

1
6
.
ﾗ
ｲ
ﾅ
ｰ
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰ
ﾄ
と

地
山

と
の

隙
間

が
少

な
く

な
る

よ
う

に
施

工
を

行
っ

て
い

る
。

選
択

1
7
.
集

・
排

水
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
工

の
方

向
、

角
度

が
適

正
と

な
る

よ
う

に
施

工
上

の
配

慮
が

な
さ

れ
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
次

へ
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

【
砂

防
構

造
物

工
事

に
適

用
】

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
4
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
地

滑
り

防
止

工
事

（
集

水
井

戸
工

事
を

含
む

）
対

象
評

価
「

評
価

対
象

項
目

」

必
須

1
.
地

山
と

の
取

り
合

い
が

良
い

。

必
須

2
.
天

端
、

端
部

の
仕

上
げ

が
良

い
。

必
須

3
.
施

工
管

理
記

録
等

か
ら

不
可

視
部

分
の

出
来

ば
え

の
良

さ
が

う
か

が
え

る
。

必
須

4
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
5
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

基
礎

工
工

事
（

地
盤

改
良

等
を

含
む

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
杭

に
損

傷
及

び
補

修
痕

が
な

い
。

必
須

2
.
杭

の
打

止
め

管
理

方
法

ま
た

は
場

所
打

ち
杭

の
施

工
管

理
方

法
等

が
整

備
さ

れ
、

か
つ

記
録

が
確

認
で

き
る

。

必
須

3
.
水

平
度

、
安

全
度

、
鉛

直
度

等
が

確
認

で
き

る
。

選
択

4
.
溶

接
の

品
質

管
理

に
関

し
て

仕
様

書
に

定
め

ら
れ

た
事

項
が

確
認

で
き

る
。

選
択

5
.
場

所
打

杭
に

つ
い

て
ト

レ
ミ

ー
管

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
内

に
２

ｍ
以

上
入

れ
て

施
工

し
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

6
.
掘

削
深

度
、

排
出

土
砂

、
孔

内
水

位
の

変
動

及
び

安
定

液
を

用
い

る
場

合
の

孔
内

の
安

定
液

濃
度

、
比

重
等

が
適

切
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

7
.
ラ

イ
ナ

ー
プ

レ
ー

ト
の

組
立

に
あ

た
っ

て
、

偏
心

と
歪

み
が

少
な

く
な

る
よ

う
配

慮
さ

れ
て

い
る

。

選
択

8
.
裏

込
材

注
入

の
圧

力
等

が
施

工
記

録
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
　

基
礎

工
工

事
（

地
盤

改
良

等
を

含
む

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
土

工
関

係
の

仕
上

げ
が

良
い

。

必
須

2
.
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
端

部
、

天
端

仕
上

げ
が

良
い

。

必
須

4
.
施

工
管

理
記

録
等

か
ら

不
可

視
部

分
の

出
来

ば
え

の
良

さ
が

う
か

が
え

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
6
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
工

事
（

Ｐ
Ｃ

及
び

Ｒ
Ｃ

を
対

象
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
 
共

 
通

 
】

選
択

1
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ
・

最
大

骨
材

粒
径

・

塩
基

総
量

等
）

が
確

認
で

き
る

。

必
須

2
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

必
須

3
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
､
締

固
時

の
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、
適

切
に

行
っ

て
い

る
。

（
寒

中
及

び
暑

中
コ

ン
ク

リ
ー

ト
等

を
含

む
）

必
須

5
.
型

枠
､
支

保
工

の
取

り
外

し
時

の
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
強

度
を

適
正

に
管

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

6
.
鉄

筋
の

規
格

が
ﾐ
ﾙ
ｼ
ｰ
ﾄ
で

確
認

で
き

る
。

必
須

7
.
鉄

筋
の

引
張

強
度

ま
た

は
曲

げ
強

度
が

試
験

値
で

確
認

で
き

る
。

選
択

8
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
ま

で
の

鉄
筋

の
保

管
管

理
が

適
正

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

9
.
圧

接
作

業
に

あ
た

り
、

作
業

員
の

技
量

確
認

を
行

っ
て

い
る

。

必
須

1
0
.
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｻ
ｰ
の

材
質

が
適

正
で

、
品

質
が

確
認

で
き

る
。

必
須

1
1
.
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｰ
ｻ
ｰ
を

適
切

に
配

置
し

､
鉄

筋
の

か
ぶ

り
を

確
保

し
て

い
る

。

選
択

1
2
.
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾑ
桁

の
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ﾌ
ﾚ
ｸ
ｼ
ｮ
ﾝ
管

理
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

1
3
.
装

置
（

機
器

）
の

ｷ
ｬ
ﾘ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
4
.
緊

張
及

び
ｸ
ﾞ
ﾗ
ｳ
ﾄ
管

理
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。

選
択

1
5
.
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｯ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ
時

の
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
強

度
が

最
大

圧
縮

応
力

度
の

1
.
7
倍

以
上

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
6
.
構

造
物

と
同

様
な

養
生

条
件

に
お

か
れ

た
供

試
体

を
用

い
て

圧
縮

強
度

の
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

次
へ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
7
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
橋

工
事

（
Ｐ

Ｃ
及

び
Ｒ

Ｃ
を

対
象

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
良

い
。

必
須

2
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
支

承
部

の
仕

上
げ

が
良

い
。

必
須

5
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

6
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

7
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
8
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

防
護

柵
工

事
（

網
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
防

護
柵

設
置

要
綱

､
視

線
誘

導
標

設
置

基
準

､
道

路
標

識
ﾊ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞ
ｯ
ｸ
等

の
規

定
に

従
い

適
切

に
施

工
し

、
規

格
値

を
満

足
し

て
い

る
。

選
択

2
.
ﾍ
ﾟ
ｲ
ﾝ
ﾄ
式

(
常

温
式

)
区

画
線

に
使

用
す

る
ｼ
ﾝ
ﾅ
ｰ
の

使
用

量
が

1
0
%
程

度
以

下
で

あ
る

。

選
択

3
.
塗

料
の

空
缶

管
理

が
、

写
真

等
で

確
実

に
空

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
防

護
柵

工
事

（
網

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
通

り
が

良
い

。

必
須

2
.
端

部
処

理
が

良
い

。

必
須

3
.
部

材
表

面
に

傷
、

錆
が

な
い

。

必
須

4
.
既

設
構

造
物

等
と

の
す

り
つ

け
が

良
い

。

必
須

5
.
き

め
細

や
か

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
9
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

通
信

設
備

工
事

、
受

変
電

設
備

工
事

、
そ

の
他

類
似

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

仕
様

書
等

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

単
体

品
（

材
料

・
部

品
組

立
後

）
の

品
質

及
び

形
状

が
均

一
で

、
設

計
図

書
等

と
の

適
正

が
確

認
で

き
、

証
明

書
等

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

た
だ

し
、

Ｊ
Ｉ

Ｓ
及

び
電

気
用

品
取

締
法

施
行

令
に

よ
る

も
の

は
、

単
体

品
の

証
明

書
を

省
略

で
き

る
も

の
と

す
る

。

選
択

設
備

の
機

能
が

設
計

図
書

等
と

の
適

正
が

確
認

で
き

、
そ

の
機

能
の

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

設
備

全
体

と
し

て
の

運
転

性
能

（
工

場
及

び
現

地
試

験
結

果
）

が
よ

く
、

所
定

の
能

力
を

満
足

し
て

い
る

。

選
択

完
成

図
書

に
お

い
て

、
設

備
の

機
能

（
性

能
）

が
容

易
に

判
別

で
き

る
資

料
等

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

選
択

完
成

図
書

に
お

い
て

、
単

体
品

の
製

造
年

月
日

及
び

製
造

者
が

判
別

で
き

る
資

料
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

次
へ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
通

信
設

備
工

事
、

受
変

電
設

備
工

事
、

そ
の

他
類

似
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

主
設

備
、

関
連

設
備

等
に

き
め

細
か

な
施

工
が

さ
れ

て
い

る
。

必
須

公
共

物
と

し
て

の
安

全
、

環
境

、
維

持
、

管
理

へ
の

配
慮

が
良

い
。

必
須

構
造

物
と

の
す

り
つ

け
が

良
い

。

必
須

製
作

上
の

補
修

痕
跡

が
な

い
。

必
須

全
体

的
な

取
扱

い
が

し
や

す
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数



検
査

員
2
 
1
0
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

建
築

工
事

（
新

築
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

（
躯

体
工

事
）

必
須

1
.
品

質
管

理
方

法
が

明
確

で
品

質
確

保
に

創
意

工
夫

が
あ

る
。

必
須

2
.
施

工
計

画
書

に
定

め
ら

れ
た

品
質

計
画

に
よ

り
管

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
材

料
の

品
質

証
明

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

4
.
請

負
者

の
品

質
計

画
に

よ
る

品
質

管
理

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
施

工
の

品
質

・
形

状
が

適
切

で
良

好
な

施
工

で
あ

る
。

必
須

6
.
不

可
視

部
分

の
写

真
記

録
が

適
切

で
あ

る
。

（
仕

上
工

事
）

必
須

7
.
品

質
管

理
方

法
が

明
確

で
品

質
確

保
に

創
意

工
夫

が
あ

る
。

必
須

8
.
施

工
計

画
書

に
定

め
ら

れ
た

品
質

計
画

に
よ

り
管

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

9
.
材

料
の

品
質

証
明

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

1
0
.
請

負
者

の
品

質
計

画
に

よ
る

品
質

管
理

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

1
1
.
施

工
の

品
質

・
形

状
が

適
切

で
良

好
な

施
工

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅱ
．

出
来

ば
え

建
築

工
事

（
新

築
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

取
り

合
い

の
納

ま
り

や
端

部
ま

で
仕

上
が

り
が

良
い

。

必
須

2
.
関

連
工

事
と

の
調

整
が

な
さ

れ
全

体
に

調
和

が
良

い
仕

上
で

あ
る

。

必
須

3
.
使

い
勝

手
や

使
用

者
の

安
全

に
対

す
る

配
慮

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

4
.
仕

上
が

り
の

状
態

が
良

好
で

色
調

が
均

一
で

色
む

ら
等

が
無

い
。

必
須

5
.
外

構
を

含
め

全
体

的
な

美
観

が
良

好
で

あ
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

リ
セ

ッ
ト



検
査

員
2
 
1
1
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

建
築

工
事

（
改

修
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
品

質
管

理
方

法
が

明
確

で
あ

る
。

必
須

2
.
施

工
計

画
書

に
定

め
ら

れ
た

品
質

計
画

に
よ

り
管

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
材

料
の

品
質

証
明

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

4
.
請

負
者

の
品

質
計

画
に

よ
る

品
質

管
理

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
品

質
・

形
状

が
適

切
で

良
好

な
施

工
で

あ
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

建
築

工
事

（
改

修
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

取
り

合
い

の
納

ま
り

や
端

部
ま

で
仕

上
が

り
が

良
い

。

必
須

2
.
既

存
部

分
や

関
連

工
事

と
の

調
整

が
な

さ
れ

全
体

に
調

和
が

良
い

仕
上

で
あ

る
。

必
須

3
.
使

い
勝

手
や

使
用

者
の

安
全

に
対

す
る

配
慮

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

4
.
仕

上
が

り
の

状
態

が
良

好
で

あ
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数



検
査

員
2
 
1
2
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

電
気

設
備

工
事

（
建

築
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
機

　
材

】

必
須

1
.
機

材
の

品
質

及
び

形
状

が
、

設
計

図
書

等
に

適
合

す
る

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
製

造
者

に
よ

る
試

験
が

的
確

に
行

わ
れ

、
設

計
図

書
等

に
適

合
す

る
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

【
施

　
工

】

必
須

3
.
品

質
計

画
に

よ
る

品
質

管
理

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

4
.
施

工
の

品
質

・
形

状
が

適
切

で
良

好
な

施
工

で
あ

る
。

必
須

5
.
施

工
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
が

適
切

で
あ

る
。

選
択

6
.
機

能
の

適
切

性
が

確
認

で
き

る
、

試
運

転
等

の
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

7
.
不

可
視

部
分

の
写

真
記

録
が

適
切

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

電
気

設
備

工
事

（
建

築
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

取
り

合
い

の
納

ま
り

や
端

部
ま

で
仕

上
が

り
が

良
い

。

必
須

2
.
関

連
工

事
と

の
調

整
が

な
さ

れ
全

体
に

調
和

が
良

い
仕

上
で

あ
る

。

必
須

3
.
使

用
者

に
対

す
る

安
全

及
び

環
境

へ
の

配
慮

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

4
.
建

築
電

気
設

備
と

し
て

高
い

品
質

・
性

能
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

必
須

5
.
運

転
及

び
保

守
点

検
に

対
す

る
配

慮
が

適
切

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
1
3
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

暖
冷

房
衛

生
設

備
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
機

材
】

必
須

1
.
機

材
の

品
質

及
び

形
状

が
、

設
計

図
書

等
に

適
合

す
る

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
製

造
者

に
よ

る
試

験
が

的
確

に
行

わ
れ

、
設

計
図

書
等

に
適

合
す

る
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

【
施

工
】

必
須

3
.
品

質
計

画
に

よ
る

品
質

管
理

記
録

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

4
.
施

工
の

品
質

・
形

状
が

適
切

で
良

好
な

施
工

で
あ

る
。

必
須

5
.
施

工
完

了
時

の
試

験
及

び
記

録
が

適
切

で
あ

る
。

選
択

6
.
機

能
の

適
切

性
が

確
認

で
き

る
、

試
運

転
等

の
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

7
.
不

可
視

部
分

の
写

真
記

録
が

適
切

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

暖
冷

房
衛

生
設

備
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
き

め
細

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
関

連
工

事
と

の
調

整
が

な
さ

れ
全

体
に

調
和

が
良

く
と

れ
た

仕
上

が
り

で
あ

る
。

必
須

3
.
使

用
者

に
対

す
る

安
全

及
び

環
境

へ
の

配
慮

が
適

切
で

あ
る

。

必
須

4
.
暖

冷
房

衛
生

設
備

と
し

て
高

い
品

質
・

性
能

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
運

転
及

び
保

守
点

検
に

対
す

る
配

慮
が

適
切

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
1
4
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

二
次

製
品

構
造

物

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
共

　
通

】

必
須

1
.
仕

様
書

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

規
定

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

3
.
Ｊ

Ｉ
Ｓ

規
格

外
品

に
つ

い
て

、
仕

様
書

で
規

定
す

る
規

格
、

品
質

を
満

足
し

て
い

る
。

選
択

4
.
基

礎
地

盤
の

整
形

、
清

掃
、

湧
水

処
理

等
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

5
.
二

次
製

品
の

保
管

、
吊

り
込

み
、

据
え

付
け

等
に

十
分

注
意

を
払

っ
て

い
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

6
.
土

留
め

、
ウ

ェ
ル

ポ
イ

ン
ト

等
の

仮
設

が
設

計
図

書
に

基
づ

き
適

切
に

施
工

・
管

理
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

【
擁

壁
類

（
補

強
土

擁
壁

は
除

く
）

】

選
択

7
.
胴

込
コ

ン
ク

リ
ー

ト
、

裏
込

材
の

充
填

が
十

分
で

空
隙

が
生

じ
て

な
い

。

必
須

8
.
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
及

び
天

端
等

の
調

整
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

ク
ラ

ッ
ク

等
の

欠
陥

が
な

い
。

必
須

9
.
材

料
の

連
結

ま
た

は
、

か
み

合
わ

せ
が

適
切

で
あ

る
。

確
認

で
き

る
。

必
須

1
0
.
端

部
に

お
け

る
地

山
と

の
す

る
つ

け
が

適
切

で
あ

る
。

必
須

1
1
.
丁

張
り

を
２

重
、

３
重

に
設

け
る

な
ど

、
法

勾
配

、
裏

込
め

材
の

厚
さ

の
確

保
の

た
め

細
心

の
注

意
を

は
ら

っ
て

い
る

。

選
択

1
2
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
板

擁
壁

工
の

施
工

に
あ

た
り

、
ソ

イ
ル

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
配

合
、

練
混

ぜ
、

打
込

み
、

締
固

め
及

び
養

生
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

【
用

排
水

施
設

】

必
須

1
3
.
位

置
、

方
向

、
高

さ
、

勾
配

等
に

つ
い

て
前

後
の

施
設

又
は

地
形

に
な

じ
み

よ
く

施
工

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
4
.
不

等
沈

下
防

止
に

配
慮

し
て

、
基

礎
地

盤
の

締
固

め
が

特
に

入
念

に
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

1
5
.
呑

口
、

吐
口

、
集

水
桝

等
の

取
り

付
け

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
ク

ラ
ッ

ク
等

の
欠

陥
が

な
い

。

選
択

1
6
.
施

設
の

流
末

は
浸

食
、

滞
留

等
が

生
じ

な
い

よ
う

処
理

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
7
.
不

等
沈

下
の

発
生

が
な

く
、

基
礎

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
亀

裂
や

継
目

部
か

ら
の

漏
水

も
見

ら
れ

な
い

。

必
須

1
8
.
継

目
部

の
目

地
モ

ル
タ

ル
が

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。

選
択

1
9
.
製

品
周

辺
の

盛
土

、
埋

戻
土

の
施

工
に

あ
た

り
、

巻
出

し
、

転
圧

が
適

切
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
0
.
製

品
の

継
目

部
に

は
隙

間
、

ズ
レ

が
な

く
、

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。

次
へ

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
1
5
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

二
次

製
品

構
造

物

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
構

造
物

の
通

り
が

よ
い

。

必
須

2
.
材

料
の

連
結

、
か

み
合

わ
せ

が
よ

い
。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

5
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

6
.
土

工
の

仕
上

げ
が

良
い

。

必
須

7
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％

）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数



検
査

員
2
 
1
6
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

補
強

土
壁

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
盛

土
材

料
の

土
質

が
適

正
で

あ
る

。

必
須

2
.
盛

土
の

締
固

め
を

適
切

な
条

件
（

人
力

機
械

別
、

巻
き

出
し

厚
・

敷
均

し
・

転
圧

作
業

等
）

で
施

工
さ

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
・

材
料

等
の

品
質

が
工

場
管

理
資

料
よ

り
的

確
に

確
認

で
き

る
。

必
須

4
.
現

場
条

件
に

応
じ

た
排

水
対

策
が

施
工

時
を

含
め

適
切

に
講

じ
ら

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
盛

土
の

締
固

め
管

理
（

密
度

等
）

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

補
強

土
壁

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
壁

面
材

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

品
）

の
割

れ
・

カ
ケ

が
な

い
。

必
須

2
.
基

礎
上

面
の

平
坦

性
が

良
い

。

必
須

3
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

良
い

。

必
須

4
.
壁

面
材

の
目

違
い

、
段

差
が

少
な

く
構

造
物

の
通

り
が

良
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対
象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す

る
。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の

評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
1
7
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

取
壊

し
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
分

別
、

再
資

源
化

を
適

切
に

実
施

じ
て

い
る

。

必
須

2
.
施

工
計

画
書

に
定

め
ら

れ
た

計
画

に
よ

り
管

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
廃

棄
物

の
処

理
が

適
切

で
あ

る
。

必
須

4
.
請

負
者

の
管

理
記

録
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

5
.
不

可
視

部
分

の
写

真
記

録
が

適
正

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

取
壊

し
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
き

め
細

や
か

な
施

工
が

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
既

存
部

分
や

関
連

設
備

と
の

調
整

が
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

3
.
取

壊
し

後
の

整
地

等
仕

上
が

り
の

状
態

が
良

好
で

あ
る

。

必
須

4
.
取

壊
し

対
象

（
リ

サ
イ

ク
ル

材
、

産
業

廃
棄

物
等

）
の

散
乱

等
が

な
く

処
理

が
適

切
で

あ
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る

場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値

で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の

評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当
該
「
評
価
対
象

項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る

場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値

で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象

項
目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
。



検
査

員
2
 
1
8
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

共
同

溝
シ

ー
ル

ド
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
作

業
残

土
の

処
理

が
、

資
料

に
よ

り
確

実
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

確
認

で
き

る
。

必
須

2
.
裏

込
め

注
入

に
つ

い
て

、
注

入
量

・
注

入
圧

力
の

管
理

・
記

録
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

3
.
シ

ー
ル

ド
設

備
工

（
坑

内
外

）
に

つ
い

て
は

、
的

確
に

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
セ

グ
メ

ン
ト

の
品

質
が

、
工

場
管

理
資

料
よ

り
的

確
に

確
認

で
き

る
。

必
須

5
.
不

可
視

部
分

の
写

真
記

録
が

適
正

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

次
へ

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

共
同

溝
シ

ー
ル

ド
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
Ｒ

Ｃ
セ

グ
メ

ン
ト

の
割

れ
・

カ
ケ

が
な

い
。

必
須

2
.
継

ぎ
手

面
の

防
水

が
確

実
に

な
さ

れ
て

い
る

。

必
須

3
.
セ

グ
メ

ン
ト

間
の

目
違

い
、

段
差

が
少

な
い

。

必
須

4
.
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
状

況
が

よ
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。
上

記
該

当
あ

れ
ば

・
・

・
ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象

項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）
計
算
の
値

で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の
値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後
の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
2
 
1
9
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

下
水

道
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
共

　
通

】

必
須

1
.
マ

ン
ホ

ー
ル

用
品

の
規

格
・

品
質

が
ミ

ル
シ

ー
ト

で
確

認
で

き
る

。

必
須

2
.
管

渠
の

規
格

・
品

質
が

ミ
ル

シ
ー

ト
で

確
認

で
き

る
。

選
択

3
.
設

計
図

書
に

基
づ

く
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

配
合

試
験

及
び

試
験

練
り

が
行

わ
れ

て
お

り
､
適

切
な

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

規
格

(
強

度
・

ｗ
／

ｃ

 
・

最
大

骨
材

粒
径

・
塩

基
総

量
等

）
が

確
認

で
き

る
。

選
択

4
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
打

設
時

の
必

要
な

供
試

体
を

採
取

し
、

強
度

・
ｽ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
・

空
気

量
等

が
確

認
で

き
る

。

選
択

5
.
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
供

試
体

が
当

該
現

場
の

供
試

体
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

6
.
施

工
条

件
及

び
気

象
条

件
に

適
し

た
運

搬
時

間
､
打

設
時

の
投

入
高

さ
､
締

固
時

の
ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾀ
の

機
種

、
養

生
方

法
等

、

 
 
適

切
に

行
っ

て
い

る
（

寒
中

及
び

暑
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
を

含
む

）

必
須

7
.
管

渠
等

資
材

の
保

管
方

法
が

適
切

で
あ

る
。

【
開

削
工

】

必
須

8
.
締

固
め

を
適

切
な

条
件

で
施

工
し

て
お

り
、

管
の

周
辺

に
空

隙
が

生
じ

て
い

な
い

。

選
択

9
.
混

合
物

の
温

度
管

理
が

、
プ

ラ
ン

ト
出

荷
時

・
現

場
到

着
時

・
舗

設
時

等
で

整
理

・
記

録
さ

れ
て

い
る

。

必
須

1
0
.
管

渠
の

布
設

、
接

合
状

況
が

良
好

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

【
推

進
工

】

必
須

1
1
.
測

量
及

び
観

測
結

果
を

毎
日

整
理

し
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
施

工
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

1
2
.
常

に
切

羽
及

び
地

表
面

の
状

態
を

観
測

し
て

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

1
3
.
推

進
作

業
等

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
、

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

必
須

1
4
.
地

盤
改

良
工

の
施

工
管

理
状

況
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

、
適

切
に

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

。

【
シ

ー
ル

ド
工

】
必

須
1
5
.
セ

グ
メ

ン
ト

の
規

格
・

品
質

が
ミ

ル
シ

ー
ト

で
確

認
で

き
る

。
選

択
1
6
.
溶

接
作

業
に

あ
た

り
、

作
業

員
の

技
量

確
認

を
行

っ
て

い
る

。

選
択

1
7
.
二

次
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
、

付
着

物
除

去
の

た
め

の
充

分
な

水
洗

清
掃

を
行

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

1
8
.
常

に
切

羽
及

び
地

表
面

の
状

態
を

観
察

し
て

施
工

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

次
へ

 
必

須
1
9
.
シ

ー
ル

ド
推

進
作

業
等

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
、

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

必
須

2
0
.
裏

込
め

注
入

状
況

が
デ

ー
タ

で
確

認
で

き
、

適
切

に
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

必
須

2
1
.
地

盤
改

良
工

の
施

工
管

理
状

況
が

デ
ー

タ
で

確
認

で
き

、
適

切
に

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
2
0
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

下
水

道
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
通

り
が

よ
い

。

必
須

2
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

3
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

4
.
マ

ン
ホ

ー
ル

天
端

と
路

面
と

の
す

り
つ

け
が

良
い

。

必
須

5
.
マ

ン
ホ

ー
ル

の
イ

ン
バ

ー
ト

の
仕

上
げ

が
良

い
。

必
須

6
.
残

土
等

は
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
2
1
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

管
水

路
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

様
書

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

規
定

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

3
.
中

心
線

の
通

り
が

よ
い

。

必
須

4
.
仕

様
書

で
示

す
条

件
に

よ
り

締
固

め
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

5
.
管

の
両

端
が

均
等

に
埋

め
戻

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

必
須

6
.
地

盤
面

、
基

盤
面

に
不

陸
が

生
じ

て
い

な
い

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

7
.
管

の
吊

り
込

み
、

据
付

け
の

際
に

常
に

十
分

な
注

意
を

払
っ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

8
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

に
き

め
細

や
か

な
施

工
が

う
か

が
え

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
管

水
路

工
事

必
須

1
.
管

の
通

り
が

よ
い

。

必
須

2
.
管

内
面

塗
装

に
補

修
痕

等
が

な
い

。

必
須

3
.
小

構
造

物
に

も
細

心
の

注
意

が
払

わ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
管

か
ら

漏
水

が
な

い
。

必
須

5
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
◎

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

0
％

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数



検
査

員
2
 
2
2
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

電
線

共
同

溝
工

事
（

管
路

布
設

段
階

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
床

付
面

の
地

耐
力

が
資

料
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

選
択

2
.
床

付
面

の
目

視
及

び
平

坦
性

が
資

料
に

よ
り

確
認

で
き

る
。

必
須

3
.
管

路
の

形
状

及
び

外
観

を
目

視
及

び
打

音
よ

り
的

確
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

資
料

に
よ

り
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
管

路
（

上
記

以
外

）
の

品
質

が
、

工
場

管
理

資
料

よ
り

的
確

に
確

認
で

き
る

。

選
択

5
.
管

路
の

導
通

試
験

を
実

施
し

て
い

る
か

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

電
線

共
同

溝
工

事
（

管
路

布
設

段
階

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
管

路
の

割
れ

、
・

カ
ケ

が
な

い
。

必
須

2
.
継

ぎ
手

面
に

パ
ッ

キ
ン

の
設

置
が

確
実

に
な

さ
れ

て
い

る
。

選
択

3
.
管

路
間

の
目

違
い

、
段

差
が

少
な

い
。

選
択

4
.
管

路
継

ぎ
手

部
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
状

況
が

よ
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当

該
「

評
価
対
象

項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る

場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）

計
算
の
値

で
評
価
す

る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な

お
、

削
除
後
の

評
価
対
象

項
目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
。



検
査

員
2
 
2
3
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

仮
設

工
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仮

設
材

に
そ

り
、

ゆ
が

み
、

傷
が

な
い

。
必

須
2
.
仮

設
材

の
組

立
・

設
置

が
確

実
に

な
さ

れ
、

か
つ

点
検

も
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

3
.
周

辺
環

境
（

騒
音

・
振

動
・

地
盤

変
動

等
）

に
配

慮
し

た
施

工
方

法
で

実
施

し
て

い
る

。
選

択
4
.
施

工
記

録
等

に
よ

り
設

計
条

件
に

適
合

し
た

根
入

れ
長

で
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
選

択
5
.
排

水
を

考
慮

し
、

良
好

な
床

付
け

面
を

確
保

し
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

仮
設

工
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
鋼

矢
板

・
親

杭
の

通
り

が
良

い
。

選
択

2
.
覆

工
板

に
が

た
つ

き
が

な
い

。

選
択

3
.
鋼

矢
板

の
か

み
合

わ
せ

等
不

良
部

分
が

な
い

。

必
須

4
.
床

付
け

面
の

仕
上

げ
が

よ
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る

場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）

計
算
の
値

で
評
価
す

る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な

お
、

削
除
後
の

評
価
対
象

項
目
数
が

２
項
目

以
下
の
場

合
は
ｃ
評

価
と
す

る
。

①
当

該
「

評
価
対
象

項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る

場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）

計
算
の
値

で
評
価
す

る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価
数
／
（

）
対
象
評
価
項
目
数

④
な
お
、
削
除
後

の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
2
 
2
4
/
2
5

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

フ
ィ

ル
ダ

ム
・

た
め

池
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
共

　
通

】

必
須

1
.
仕

様
書

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

規
定

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
法

面
等

が
平

滑
に

仕
上

げ
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
雨

水
に

よ
る

崩
壊

防
止

対
策

、
流

入
水

等
の

排
水

対
策

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

 
 

必
須

5
.
基

礎
基

盤
の

整
形

、
清

掃
、

湧
水

処
理

が
適

切
に

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

6
.
段

切
り

等
が

施
工

前
に

設
計

図
書

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

7
.
盛

土
材

料
は

指
定

す
る

区
域

か
ら

採
取

計
画

に
基

づ
き

採
取

し
、

有
害

物
の

除
去

、
含

水
比

等
に

つ
い

て
適

切
な

管
理

が

な
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

8
.
刃

金
土

は
仕

様
書

等
に

基
づ

き
適

切
な

施
工

が
な

さ
れ

、
締

め
固

め
密

度
も

規
格

値
を

余
裕

を
も

っ
て

満
足

し
て

い
る

こ
と

が

 
確

認
で

き
る

。

選
択

9
.
鉄

筋
の

組
立

、
継

ぎ
手

部
、

か
ぶ

り
は

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
と

お
り

に
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
0
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
供

試
体

が
当

該
現

場
の

も
の

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
1
.
堤

体
に

接
す

る
構

造
物

周
辺

の
盛

土
、

埋
戻

土
の

施
工

に
あ

た
り

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

所
定

の
強

度
に

達
し

た
こ

と
が

確
認

し
て

か
ら

 
施

工
し

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

選
択

1
2
.
旧

施
設

の
取

り
壊

し
、

撤
去

に
あ

た
り

形
状

・
寸

法
が

確
認

で
き

る
よ

う
管

理
す

る
と

と
も

に
、

残
存

す
る

場
合

は
漏

水
の

原
因

と

 
な

ら
な

い
よ

う
適

切
な

処
置

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当

該
「

評
価
対
象

項
目
」
の

う
ち
、
評

価
対
象

外
の
項
目

は
削
除
す

る
。

②
削

除
項

目
の
あ
る

場
合
は
削

除
後
の
評

価
項
目

数
を
母
数

と
し
て
、

比
率

（
％
）
計
算
の

値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数



検
査

員
2
 
2
5
/
2
5

Ⅲ
．

出
来

ば
え

フ
ィ

ル
ダ

ム
・

た
め

池
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
土

工
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
 

必
須

2
.
土

工
の

通
り

が
よ

い
。

 

必
須

3
.
土

工
の

構
造

物
へ

の
す

り
つ

け
が

よ
い

。
。

 

選
択

4
.
吹

付
け

(
植

生
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

等
)
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。

選
択

5
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
よ

い
。

選
択

6
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

よ
い

。

必
須

7
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

等
が

よ
い

。

必
須

8
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。

必
須

9
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

1
0
.
施

設
の

通
り

が
よ

い
。

（
排

水
側

溝
、

フ
ェ

ン
ス

等
）

必
須

1
1
.
全

体
的

な
美

観
が

よ
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ

る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の
値

で
評
価
す

る
。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数



検
査

員
3
 
1
/
1
8

Ⅱ
．

品
質

柵
工

、
筋

工
、

伏
工

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

様
書

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

規
定

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
各

工
種

の
施

工
に

適
し

た
法

面
整

形
、

階
段

切
付

が
行

わ
れ

て
お

り
、

障
害

と
な

る
根

株
、

転
石

等
が

除
去

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
雨

水
等

に
よ

る
崩

落
を

防
止

す
る

た
め

排
水

対
策

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
端

部
に

お
け

る
地

山
と

の
す

り
つ

け
に

き
め

細
か

い
注

意
が

う
か

が
え

る
。

選
択

6
.
植

生
の

生
育

に
配

慮
し

た
丁

寧
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

選
択

7
.
植

栽
木

に
損

傷
や

病
害

虫
が

な
く

、
植

栽
、

施
肥

の
施

工
に

あ
た

り
、

苗
木

の
生

育
に

配
慮

し
た

丁
寧

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。

必
須

8
.
背

面
土

の
流

失
防

止
に

配
慮

し
た

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

必
須

9
.
各

工
種

の
特

徴
、

要
点

を
理

解
し

、
施

工
に

創
意

工
夫

が
見

ら
れ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
.
出

来
栄

え
　

柵
工

、
筋

工
、

伏
工

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
0
.
と

お
り

が
よ

い
。

必
須

1
1
.
材

料
の

連
結

、
か

み
合

わ
せ

が
よ

い
。

 

必
須

1
2
.
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

が
よ

い
。

必
須

1
3
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

検
査

員
（

土
木

）

①
当
該
「

評
価
対

象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

①
出
来
形
と
は
、
設
計
図
書
に
示
さ
れ
た
工
事
目
的
物
の
形
状
寸
法

で
あ
る

。

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

リ
セ

ッ
ト

リ
セ

ッ
ト



検
査

員
3
 
2
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

土
工

事
（

区
画

整
理

、
農

地
造

成
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
伐

開
・

除
根

作
業

に
よ

り
発

生
し

た
伐

開
木

、
根

株
、

枝
条

等
が

適
切

に
処

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
仮

設
道

路
、

仮
排

水
路

等
は

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
・

管
理

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

出
来

形
に

つ
い

て
も

適
切

に
管

理
さ

れ
設

計
以

上
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

必
須

3
.
雨

水
等

に
よ

る
崩

落
、

土
砂

の
流

亡
等

を
防

止
す

る
た

め
の

排
水

対
策

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

選
択

4
.
表

土
の

は
ぎ

取
り

に
あ

た
り

、
雑

物
等

が
混

入
し

な
い

よ
う

注
意

す
る

と
共

に
、

表
土

の
基

礎
へ

の
混

入
や

逸
散

の
防

止
等

に
細

心
の

注
意

を
払

っ
て

施
工

さ
れ

て
い

る
。

必
須

5
.
造

成
、

整
地

等
は

設
計

図
書

等
に

基
づ

き
施

工
さ

れ
て

お
り

、
仕

上
が

り
に

つ
い

て
は

基
準

値
を

余
裕

も
っ

て
満

足
し

て
い

る
。

選
択

6
.
道

路
の

造
成

に
あ

た
り

、
横

断
勾

配
、

土
質

等
に

つ
い

て
設

計
図

書
等

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
さ

れ
て

お
り

、
仕

上
が

り
に

つ
い

て
も

 
基

準
値

を
余

裕
を

も
っ

て
満

足
し

て
い

る
。

選
択

7
.
土

壌
改

良
に

使
用

す
る

肥
料

は
法

律
に

基
づ

く
保

証
票

が
確

認
で

き
、

施
工

は
仕

様
書

等
に

基
づ

き
細

心
の

注
意

を
払

っ
て

い
る

。

選
択

8
.
畦

畔
、

溝
畔

等
は

設
計

図
書

に
基

づ
き

施
工

さ
れ

て
お

り
、

仕
上

が
り

は
規

格
値

を
余

裕
を

も
っ

て
満

足
し

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
3
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
土

工
事

（
区

画
整

理
、

農
地

造
成

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
切

盛
の

勾
配

が
確

保
さ

れ
、

法
面

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

必
須

2
.
整

地
、

均
平

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

選
択

5
.
畦

畔
、

溝
畔

等
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
 

必
須

6
.
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

が
よ

い
。

選
択

7
.
植

生
、

吹
き

付
け

等
の

状
態

が
均

一
で

あ
る

。

選
択

8
.
排

水
路

の
通

り
が

良
い

。

必
須

9
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
4
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

電
気

通
信

設
備

（
農

林
事

業
）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

様
書

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
部

品
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
機

械
単

本
品

の
品

質
及

び
形

状
が

設
計

図
書

等
と

の
適

切
性

確
認

が
で

き
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
設

備
の

機
能

が
設

計
図

書
と

の
適

切
性

確
認

が
で

き
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

6
.
盤

内
機

器
の

取
り

付
け

及
び

配
線

の
仕

上
が

り
が

良
好

で
あ

る
。

必
須

7
.
配

電
盤

類
の

動
作

試
験

は
正

常
に

動
作

し
た

。

必
須

8
.
シ

ー
ケ

ン
ス

に
従

い
正

常
に

動
作

し
た

。

必
須

9
.
盤

内
機

器
等

の
性

能
検

査
表

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

1
0
.
配

電
盤

類
の

関
係

諸
基

準
に

基
づ

き
各

種
試

験
が

行
わ

れ
て

い
る

。

必
須

1
1
.
電

線
類

の
接

続
部

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
2
.
ピ

ッ
ト

内
の

電
線

類
は

行
き

先
札

が
取

り
付

け
ら

れ
整

然
と

配
置

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
3
.
地

中
電

線
路

等
は

適
切

な
深

さ
及

び
間

隔
で

配
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
4
.
設

置
工

事
は

適
切

な
深

さ
と

関
係

諸
基

準
に

基
づ

き
設

置
さ

れ
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

該
当

項
目

が
６

０
％

以
上

８
０

％
未

満
・

・
・

・
ｃ

評
価

値
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

0
％

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
5
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
電

気
通

信
設

備
（

農
林

事
業

）
対

象
評

価
「

評
価

対
象

項
目

」

必
須

1
.
構

造
物

等
に

き
め

細
や

か
な

施
工

が
な

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

2
.
公

共
物

と
し

て
の

安
全

、
 
環

境
、

 
維

持
管

理
等

へ
の

配
慮

が
良

い
。

 

必
須

3
.
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

が
よ

い
。

必
須

4
.
製

作
上

の
補

修
痕

跡
が

な
い

。
 

必
須

5
.
全

体
的

な
取

扱
い

が
し

や
す

い
。

 

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
6
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

施
設

機
械

設
備

（
用

排
水

ポ
ン

プ
・

構
成

付
属

設
備

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

様
書

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
部

品
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
機

械
単

本
品

の
品

質
及

び
形

状
が

設
計

図
書

等
と

の
適

切
性

確
認

が
で

き
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
設

備
の

機
能

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

6
.
据

付
基

準
線

及
び

基
準

高
は

図
面

ど
お

り
施

工
さ

れ
て

い
る

。
 

必
須

7
.
配

電
盤

類
の

関
係

諸
基

準
に

基
づ

き
各

種
試

験
が

行
わ

れ
て

い
る

。

必
須

8
.
配

電
盤

類
の

動
作

試
験

は
正

常
に

動
作

し
た

。

必
須

9
.
電

線
類

の
接

続
部

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

必
須

1
0
.
基

礎
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

必
須

1
1
.
シ

ー
ケ

ン
ス

に
従

い
正

常
に

動
作

し
た

。

必
須

1
2
.
ピ

ッ
ト

内
の

電
線

類
は

行
き

先
札

が
取

り
付

け
ら

れ
整

然
と

配
置

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
3
.
地

中
電

線
路

等
は

適
切

な
深

さ
及

び
間

隔
で

配
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
4
.
設

置
工

事
は

適
切

な
深

さ
と

関
係

諸
基

準
に

基
づ

き
設

置
さ

れ
て

い
る

。

選
択

1
5
.
溶

接
施

工
上

の
注

意
事

項
（

共
通

仕
様

書
）

が
守

ら
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
7
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
　

施
設

機
械

設
備

（
用

排
水

ポ
ン

プ
・

構
成

付
属

設
備

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
主

設
備

、
関

連
設

備
等

に
き

め
細

や
か

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
溶

接
、

塗
装

、
組

み
立

て
の

均
一

性
が

よ
い

。

必
須

3
.
製

作
上

の
補

修
痕

跡
が

な
い

。
 

必
須

4
.
全

体
的

な
取

扱
い

が
し

や
す

い
。

 

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
8
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

施
設

機
械

設
備

（
除

塵
設

備
・

構
成

付
属

設
備

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

【
 
共

 
通

 
】

必
須

1
.
仕

様
書

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
部

品
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
機

械
単

本
品

の
品

質
及

び
形

状
が

設
計

図
書

等
と

の
適

切
性

確
認

が
で

き
証

明
書

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。

必
須

5
.
設

備
の

機
能

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

6
.
据

付
基

準
線

及
び

基
準

高
は

図
面

ど
お

り
施

工
さ

れ
て

い
る

。
 

必
須

7
.
基

礎
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

8
.
電

線
類

の
接

続
部

が
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

選
択

9
.
溶

接
施

工
上

の
注

意
事

項
（

共
通

仕
様

書
）

が
守

ら
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
　

施
設

機
械

設
備

（
除

塵
設

備
・

構
成

付
属

設
備

）

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
主

設
備

、
関

連
設

備
等

に
き

め
細

や
か

な
施

工
が

な
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
溶

接
、

塗
装

、
組

み
立

て
の

均
一

性
が

よ
い

。

必
須

3
.
製

作
上

の
補

修
痕

跡
が

な
い

。
 

必
須

4
.
全

体
的

な
取

扱
い

が
し

や
す

い
。

 

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
％

　
該

当
項

目
が

６
０

％
未

満
・

・
・

・
・

・
・

・
・

ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
9
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

　
　

水
管

橋

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
仕

様
書

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
部

品
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
確

認
が

で
き

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

選
択

4
.
据

付
基

準
線

及
び

基
準

高
は

図
面

ど
お

り
施

工
さ

れ
て

い
る

。
 

選
択

5
.
基

礎
ボ

ル
ト

の
締

め
付

け
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

選
択

6
.
溶

接
施

工
上

の
注

意
事

項
（

共
通

仕
様

書
）

が
守

ら
れ

て
い

る
。

必
須

7
.
塗

装
の

塗
り

残
し

、
む

ら
等

が
な

く
、

均
一

性
が

よ
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
1
0
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
　

水
管

橋
　

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
表

面
に

傷
、

錆
、

補
修

個
所

が
な

い
。

選
択

2
.
溶

接
、

塗
装

組
立

の
均

一
性

が
良

い
。

必
須

3
.
管

の
通

り
が

よ
い

。

選
択

4
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
肌

が
よ

い
。

 

選
択

5
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
通

り
が

よ
い

。
 

選
択

6
.
ク

ラ
ッ

ク
が

な
い

。
 

必
須

7
.
天

端
仕

上
げ

、
端

部
仕

上
げ

が
よ

い
。

 

必
須

8
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。

③
評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
1
1
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

林
道

土
工

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
伐

開
・

伐
根

作
業

に
よ

り
発

生
し

て
伐

開
木

、
根

株
、

枝
条

等
が

適
切

に
処

理
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
掘

削
面

の
土

砂
等

は
、

乱
さ

な
い

よ
う

に
丁

寧
に

漉
き

取
り

、
適

切
な

場
所

に
搬

出
し

て
い

る
。

選
択

3
基

礎
地

盤
が

急
勾

配
の

斜
面

で
は

、
法

面
の

崩
壊

や
不

等
沈

下
の

防
止

の
た

め
段

切
等

適
切

に
施

工
し

て
い

る
。

選
択

4
.
盛

土
中

の
暗

渠
・

管
等

の
構

造
物

の
あ

る
場

合
は

偏
圧

の
架

か
ら

な
い

よ
う

施
工

し
て

い
る

。

選
択

5
.
路

床
、

排
水

路
等

は
設

計
図

書
に

よ
り

施
工

・
管

理
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
出

来
形

に
つ

い
て

も
適

切
に

確
認

で
き

る
。

必
須

6
.
着

手
前

に
、

崩
壊

、
湧

水
等

を
調

査
確

認
し

、
適

切
な

排
水

対
策

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

選
択

7
.
地

す
べ

り
、

崩
壊

等
の

あ
る

場
合

は
、

適
切

な
予

防
法

に
よ

り
工

夫
さ

れ
施

工
さ

れ
て

い
る

。

必
須

8
.
掘

削
等

に
よ

り
、

立
木

等
に

損
傷

を
与

え
ず

、
ま

た
飛

散
の

防
止

等
に

も
注

意
を

払
っ

て
施

工
さ

れ
て

い
る

。

必
須

9
.
道

路
の

横
断

勾
配

、
幅

員
・

基
準

高
、

土
質

等
に

つ
い

て
設

計
図

書
等

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
管

理
さ

れ
て

お
り

仕
上

が
り

も
基

準
値

を

満
足

し
て

い
る

。

選
択

1
0
.
仮

設
道

路
、

排
水

施
設

に
つ

い
て

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
・

管
理

さ
れ

、
出

来
形

も
適

切
に

管
理

さ
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
1
2
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
　

林
道

土
工

工
事

　

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

選
択

1
.
切

取
勾

配
が

確
保

さ
れ

、
法

面
の

仕
上

げ
が

よ
い

。

選
択

2
.
盛

土
勾

配
が

確
保

さ
れ

法
面

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

 

必
須

3
.
道

路
の

形
状

（
綿

形
、

拡
幅

、
縦

、
横

断
勾

配
、

土
側

溝
）

が
よ

い
。

必
須

4
.
構

造
物

へ
の

す
り

つ
け

及
び

良
質

土
砂

等
の

流
用

状
況

が
よ

い
。

必
須

5
.
土

工
の

仕
上

げ
が

よ
い

。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

必
須

7
.
残

土
処

理
等

が
適

切
で

あ
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。



検
査

員
3
 
1
3
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

木
材

木
製

品
工

事
対

象
評

価
「

評
価

対
象

項
目

」

（
躯

体
工

事
）

必
須

1
.
木

材
・

木
製

品
の

品
質

が
良

好
で

（
曲

り
等

が
な

い
）

設
計

図
書

に
基

づ
き

適
切

に
施

工
さ

れ
て

い
る

。

必
須

2
.
仕

様
書

で
定

め
ら

れ
て

い
る

品
質

管
理

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。

選
択

3
.
組

み
立

て
等

の
ボ

ル
ト

等
の

締
め

付
け

が
確

認
で

き
る

。

必
須

4
.
木

材
・

木
製

品
ど

う
し

の
接

続
が

良
好

で
規

定
ど

お
り

施
工

さ
れ

て
い

る
。

必
須

5
.
部

品
・

材
料

等
の

品
質

及
び

形
状

が
設

計
図

書
等

と
の

適
切

性
が

確
認

で
き

る
。

必
須

6
.
木

材
・

木
製

品
に

よ
る

地
山

及
び

構
造

物
と

の
取

り
合

い
ま

た
は

す
り

付
け

は
良

好
に

施
工

さ
れ

て
い

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

　
木

材
木

製
品

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
通

り
が

よ
く

、
バ

ラ
ン

ス
が

保
た

れ
て

い
る

。

選
択

2
.
金

具
等

規
格

に
あ

っ
た

も
の

が
使

用
さ

れ
統

一
性

が
よ

い
。

必
須

3
.
形

状
・

寸
法

等
が

確
保

さ
れ

統
一

性
が

良
い

。

選
択

4
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

へ
の

す
り

付
け

等
が

よ
い

。

必
須

5
.
地

山
へ

の
密

着
性

が
確

保
さ

れ
仕

上
げ

が
よ

い
。

必
須

6
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

リ
セ

ッ
ト



検
査

員
3
 
1
4
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

ほ
場

整
備

工
（

整
地

工
等

、
暗

渠
排

水
工

）
対

象
評

価
「

評
価

対
象

項
目

」

必
須

1
.
仕

様
書

等
で

定
め

ら
れ

て
い

る
品

質
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

必
須

2
.
材

料
の

品
質

規
定

証
明

書
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

 

必
須

3
.
地

区
内

の
地

表
水

及
び

地
下

水
を

排
除

し
ド

ラ
イ

の
状

態
で

施
工

し
て

い
る

。

必
須

4
.
濁

り
等

の
防

止
に

十
分

留
意

し
て

施
工

し
て

い
る

。

必
須

5
.
石

礫
、

根
株

等
の

除
去

は
仕

様
書

に
定

め
ら

れ
た

と
お

り
実

施
さ

れ
て

い
る

。

必
須

6
.
表

土
剥

ぎ
取

り
、

基
盤

切
盛

、
畦

畔
築

立
、

基
盤

整
地

、
表

土
整

地
は

、
仕

様
書

及
び

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
さ

れ
て

い
る

。

選
択

7
.
暗

渠
排

水
工

は
仕

様
書

及
び

設
計

図
書

に
よ

り
施

工
さ

れ
て

い
る

。

選
択

8
.
用

・
排

水
路

の
縦

断
勾

配
等

に
つ

い
て

は
、

ほ
場

面
標

高
等

を
考

慮
し

て
施

工
さ

れ
て

い
る

。

選
択

9
.
用

・
排

水
路

の
施

工
基

面
が

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

て
い

る
。

選
択

1
0
.
用

・
排

水
路

の
法

面
の

と
お

り
が

よ
い

。

選
択

1
1
.
構

造
物

側
面

の
埋

め
戻

し
に

つ
い

て
は

、
仕

様
書

等
で

示
す

条
件

に
よ

り
締

め
固

め
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

選
択

1
2
.
護

岸
等

の
根

入
れ

が
図

面
通

り
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。

選
択

1
3
.
二

次
製

品
と

の
取

り
付

け
部

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
に

き
め

細
か

い
施

工
が

う
か

が
え

る
。

選
択

1
4
.
設

置
工

事
は

適
切

な
深

さ
と

関
係

諸
基

準
に

基
づ

き
設

置
さ

れ
て

い
る

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
1
5
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

ほ
場

整
備

工
（

整
地

工
等

、
暗

渠
排

水
工

）
対

象
評

価
「

評
価

対
象

項
目

」

必
須

1
.
畦

畔
、

溝
畔

等
の

仕
上

げ
が

よ
い

。
 

必
須

2
.
坪

平
度

が
よ

い
。

必
須

3
.
土

工
の

仕
上

げ
が

よ
い

。

必
須

4
.
土

工
の

と
お

り
が

よ
い

。

必
須

5
.
土

工
の

構
造

物
等

の
す

り
つ

け
が

よ
い

。

選
択

6
.
用

・
排

水
路

の
と

お
り

が
よ

い
。

選
択

7
.
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
と

お
り

が
よ

い
。

必
須

8
.
全

体
的

な
美

観
が

良
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
1
6
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

　
　

上
水

道
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
管

渠
の

規
格

、
品

質
が

書
類

で
確

認
で

き
る

。

必
須

2
.
弁

筺
等

用
品

の
規

格
、

品
質

が
書

類
で

確
認

で
き

る
。

必
須

3
.
管

渠
の

布
設

、
接

合
状

況
が

適
切

で
あ

る
。

必
須

4
.
締

固
め

を
適

切
な

条
件

で
施

工
し

て
お

り
、

管
の

周
辺

に
空

隙
が

生
じ

て
い

な
い

。

選
択

5
.
混

合
物

の
温

度
管

理
が

、
プ

ラ
ン

ト
出

荷
時

・
現

場
到

着
時

・
舗

設
時

等
で

整
理

・
記

録
さ

れ
て

い
る

。

必
須

6
.
管

渠
等

資
材

の
保

管
方

法
が

適
切

で
あ

る
。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

Ⅲ
．

出
来

ば
え

上
水

道
工

事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

必
須

1
.
管

渠
の

通
り

が
よ

い
。

必
須

2
.
弁

筺
等

の
仕

上
げ

が
よ

い
。

必
須

3
.
残

土
等

は
適

切
に

処
理

さ
れ

て
い

る
。

必
須

4
.
漏

水
が

な
い

。

必
須

5
.
全

体
的

な
美

観
が

よ
い

。

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当
該
「
評
価
対
象
項
目
」

の
う

ち
、

評
価
対

象
外
の
項

目
は

削
除

す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な
お
、
削
除
後
の
評
価
対

象
項

目
数

が
２
項

目
以
下
の

場
合

は
ｃ

評
価
と

す
る
。

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
1
7
/
1
8

３
．

出
来

形
及

び
出

来
栄

え

Ⅱ
．

品
質

そ
の

他
の

工
事

合
併

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

理
由

理
由

理
由

理
由

理
由

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

監
督

員
が

文
書

で
改

善
指

示
を

行
っ

た
。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

契
約

約
款

第
１

８
条

２
項

に
基

づ
き

破
壊

検
査

を
行

っ
た

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｅ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削
除
項
目
の
あ
る
場
合
は

削
除

後
の

評
価
項

目
数
を
母

数
と

し
て

、
比
率

（
％
）

計
算
の

値
で
評
価
す
る
。

③
評

価
値

（
％
）
＝
（

）
評
価

数
／
（

）
対

象
評
価
項

目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。



検
査

員
3
 
1
8
/
1
8

Ⅲ
．

出
来

ば
え

そ
の

他
の

工
事

合
併

工
事

対
象

評
価

「
評

価
対

象
項

目
」

理
由

理
由

理
由

理
由

理
由

該
当

項
目

が
９

０
％

以
上

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ａ

該
当

項
目

が
８

０
％

以
上

９
０

％
未

満
・

・
・

・
ｂ

評
価

値
該

当
項

目
が

６
０

％
以

上
８

０
％

未
満

・
・

・
・

ｃ
0

％
　

該
当

項
目

が
６

０
％

未
満

・
・

・
・

・
・

・
・

・
ｄ

仕
上

げ
が

悪
く

、
全

体
的

に
美

観
が

悪
い

。

上
記

該
当

あ
れ

ば
・

・
・

ｄ

①
当

該
「

評
価
対

象
項
目
」
の
う
ち
、
評
価
対
象
外
の
項
目
は
削
除
す
る
。

②
削

除
項

目
の
あ

る
場
合
は
削
除
後
の
評
価
項
目
数
を
母
数
と
し
て
、
比
率

（
％
）
計
算
の
値
で
評
価

す
る

。
③

評
価
値
（

％
）
＝
（

）
評

価
数
／

（
）

対
象

評
価

項
目
数

④
な

お
、

削
除
後

の
評
価
対
象
項
目
数
が
２
項
目
以
下
の
場
合
は
ｃ
評
価
と
す
る
。


